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□□□□□ 

事務事業の概要(本校) 

１ 概 況  

(1)  学校の沿革 

平成 24.７.23 定例会において掛川地区に新設する県立特別支援学校設置場所を掛川市 

立総合病院跡地の一部にすることを決定 

 26.４.１ 設置準備委員会を静岡県立袋井特別支援学校内に設置 

設置準備委員９名発令 

 26.５.29 校舎新築工事着工 

 27.２.28 校舎建築工事完了 

 27.４.１ 静岡県立掛川特別支援学校開校 

 27.４.10 第１回入学式挙行 

 27.４.14 開校記念式典挙行 

令和 ２.４.１ 学校運営協議会設置 
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(2)  組織図 
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各種委員会（校内委員のみ） 

校 

長 

副
校
長 

教 

頭 

教務情報課長 

事務長 事務部 

学年会・グループ会 
      ↓↑ 

主任者会 
↓↑ 

学部会・肢体会 
☆学部主事は必要に応じて 
  知肢合同の学部会を開催 

学校自己評価委員会  危機管理委員会  校内支援検討委員会  学校保健委員会 
教育課程検討委員会  交通安全委員会  スクールバス安全委員会  生徒指導委員会 

人権教育及びいじめ対策委員会  道徳教育推進委員会  職員安全衛生委員会 
入学者選考委員会   研修推進委員会  校内就学支援委員会  業者選定委員会 
校内医療的ケア検討委員会  交流教育推進委員会  アレルギー等対応委員会 

学校給食委員会（運営 衛生管理 献立作成 物資選定 食育推進）  施設開放委員会 
夢の実現委員会  カリキュラムマネジメント委員会 

【企画会】 防災教育課長 

生徒指導課長 

保健給食課長 

研修課長 

自立活動課長 
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え
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人
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支
え
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- 2 -



２ 目指す学校像 

(1) 令和４年度の教育目標 「元気 笑顔 夢の実現」 

元気＝命の大切さを基本とし、楽しい学校生活の中で、心身ともに健康な生活を送ること  
笑顔＝日々の学校生活が学習面・生活面で満たされ、人・もの・ことに主体的に関わること 
夢の実現＝日々の教育を明日に繋げ、卒業後に自立した豊かな生活を送れるようにすること 

 

 

 

(2) 令和４年度の目標具現化の柱 

ア 安全が確保され安心して学べる学校づくり 

イ 一人一人の自立と社会参加を目指した指導と授業づくり 

ウ 家庭・地域・関係諸機関に信頼され、共に連携して歩む体制づくり 

エ 意識改革、業務改善、相互協力による働き甲斐のある職場づくり 

(3) 令和５年度の教育目標 「元気 笑顔 夢の実現」 

元気＝命の大切さを基本とし、楽しい学校生活の中で、心身ともに健康な生活を送ること  
笑顔＝日々の学校生活が学習面・生活面で満たされ、人・もの・ことに主体的に関わること 
夢の実現＝日々の教育を明日に繋げ、卒業後に自立した豊かな生活を送れるようにすること 

 

 

 

(4) 令和５年度の目標具現化の柱 

ア 【安全・安心】人権・個性を尊重し、安全・安心な教育環境、学校体制と教育の充実 

イ 【授業】一人一人の教育的ニーズに応じ、確かな成長・発達を支える授業の充実 

ウ 【連携】地域とつながり、地域に学び、地域と連携・協働した学校づくりとセンター的機 

     能の充実 

 

３ 監査対象期間の年度別学校経営の取組等 

(1)  令和４年度の取組目標への評価及び成果と課題 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

(ｱ)防災・防

犯・健康・安

全意識の更

なる向上を

図る。（自分

の命を自分

で守る教育） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇重大事故ゼロ 

 

 

・有事の際の動きが分

かったと答える教職

員100％ 

・マニュアルを理解し

活用したという教職

員100％ 

・地域との合同訓練や

研修を通した福祉避

難所運営や避難体制

の確立100％ 

・スクールバス避難場

所と連携した登下校

の避難体制を確立

100％ 

・不審者侵入の際の対

応について理解し実

行できると答える教

職員100％ 

〇児童生徒の重大事故

０件。 

 

・87％ 不審者対応の

実地訓練を実施。 

 

・88％ 訓練の際、毎

回マニュアルを確認

した。 

・放課後等デイサービ

ス事業所を加えて情

報伝達・安否確認の

訓練を行った。 

・下校時避難訓練では

スクールバス連絡訓

練を再開した。 

 

・88％ 実地訓練が有

効だった。 

Ａ 

・小さな異変を見逃すこ

となく、未然防止策を

徹底できた。 

・マニュアルの周知が不

十分な場面があった。 

 

・訓練毎にマニュアルの

内容を確認する習慣

がついた。 

・災害時情報伝達の具体

的な方法について確

認できた。 

 

・情報の連絡や周知に時

間がかかった。今後も

訓練を継続していく。 

 

・マニュアルを理解し実

行できた。 

 

 

 
自分の良さを生かし、人や社会とつながりながらその能力や可能性を最大限に発揮して、 
主体的に学び生活する姿 

目指す児童生徒の姿 

 
自分の良さ（強み）を生かし、人や社会とつながりながらその能力や可能性を最大限に 
発揮して、主体的に学び生活する姿 

目指す児童生徒の姿 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

 

 

 

 

・栄養教諭とタイアッ

プした授業の実施  

各学年100％ 

・児童生徒自身が健康

について考える授業

の実施 

  各学年100％ 

・感染予防対策の徹底

100％ 

 

 

・安全点検の実施と危

険個所の整備100％ 

 

・目的を明確にした清

掃活動（スクールク

リーン）100％ 

・ヒヤリハット・事故

報告事例の分析と情

報共有100％ 

 

・実施後に実際の場面

で生かされたという

教職員100％ 

・100％ 各学年１回以

上実施できた。 

 

・100％ 養護教諭と連

携して授業を１回以

上実施できた。  

 

・97％ ガイドライン

を見直し、実情に応

じた対応ができた。 

 

・100％ 危険個所の整

備修繕に迅速に対応

した。 

・92％ 清掃方法や手

順を紹介した。 

 

・96％  朝の打合せ、

掲示板で情報共有を

し、重大事故を防い

だ。 

・100％ 児童生徒の発

作時に迅速に対応で

きた。 

 

・児童生徒の実態に合っ

た健康と食に関する

指導が実践できた。年

度当初に計画を立て

実践する。 

 

 

・感染状況や教育委員会

からの通知に合わせ

た対策を継続してい

く。 

・重点を絞った校内安全

点検を継続。 

 

・学部毎に目的を周知

し、環境整備の意識向

上につなげる。 

・迅速な分析と情報共有

により再発防止の意

識が高まった。 

 

・訓練を実施する集団や

方法を見直していく。 

(ｲ)教師、生

徒の人権意

識を向上し、

他者を大切

にする心を

育む。 

〇児童生徒、教職員へ

の人権侵害０ 

・常に人権を意識して

児童生徒、教職員と

関わったと答える教

員100％ 

・道徳公開授業の実施、

各学年１回以上 

〇人権侵害０件。 

 

・100％ 人権目標の振

返りの結果を掲示板

で周知。 

・100％ 掲示板等で授

業内容の周知、共有

を実施。 

Ａ 

・研修、人権振り返りシ

ートの活用を通して、

人権について高い意

識を継続していく。 

・授業に活用できる情報

提供や書籍の購入を

継続していく。 

イ 

(ｱ)保護者と

教員が連携 

・協力して児

童生徒の成

長を支え、夢

の実現を目

指す。 

・児童生徒の良さ（強

み）や必要な力を学

校と共有できたと答

える保護者100％ 

・すまいるファイルを

活用できたという教

員・保護者100％ 

・95％ 面談や懇談会

で共有した。 

 

 

・教員 85％、保護者

73％ 保護者が活用

する場面が限定され

ていた。 

Ｂ 

・良さや必要な力をさら

に伸ばすために具体

的な取組を提案する。 

 

・すまいるファイルの意

義や校内外での活用

を促進する。 

(ｲ)主体的・

対話的で深

い学びのあ

る授業実践

を通して、育

成を目指す

資質・能力を

育てる。 

 

・主体的対話的で深い

学びの視点で授業改

善が進んだと答える

教員100％ 

 

・自らの課題を解決し

た授業実践により、

成就感や満足感が得

られたという教員 

100％ 

 

 

・95％ 主体的・対話

的で深い学びの視点

で授業改善する意識

づけができた。 

 

・児童生徒の発達段階

を捉え、授業実践に

つなげた。 

 

 

Ａ 

・学年やグループで主体

的・対話的で深い学び

の姿を十分に共通理

解するようにしてい

く。 

・把握した実態をもとに

した授業づくりを更

に深めていく。 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

イ 

 ・学習指導要領の各教

科、領域の目標や学

習内容を確認し、指

導案の作成や授業に

生かしたと答える教

員100％ 

・88％ 学習指導要領

を基にして活動内容

を考えるようになっ

た。 
 

・学習指導要領の一層の

活用を促すよう、情報

の発信と研修を継続

していく。 

(ｳ)児童生徒

が自分の良

さを実感で

きる学習活

動を推進す

る。 

・分野別研修の実施

（Word、Excel、Zoom

等 年６回） 

・ＩＣＴ機器を活用し

た授業の実践紹介 

各学年年２回以上 

・学部間や障害間（知

的と肢体教育）の連

携・交流による活動 

各学年月１回以上 

・自立活動区分表を基

に児童生徒の課題を

見極め、個別の指導

計画の目標を設定で

きたと答える教員 

100％ 

・紹介や展示会を見て、

教材教具の良さを知

り、自身の指導に役

立てた教職員90％ 

・進路指導全体計画を

活用した指導や授業

づくりの実践 各学

年100％ 

・５回実施。授業にい

かす教員が増えた。 

 

・どの学年もＩＣＴ機

器を活用した授業を

実施。 

・月１回以上の実施は

難しかったが、児童

生徒それぞれ互いの

良さを実感できた。 

・84％ 区分表を基に、

指導・支援を検討す

るようになった。 

 

 

 

・88％ 夏季休業中に

展示会を開催し使用

方法を紹介した。 

  

・78％ 進路課員の所

属学年で全体計画を

活用した授業を実

施。 

Ｂ 

・研修会や学習会を実施

し、ＩＣＴ機器の活用

方法についてサポー

トを継続していく。 

 

 

・教育課程の違いある

が、行事など合同の活

動を継続していく。 

 

・自立活動の６区分を基

にした事例検討を行

い、実際の指導に生か

すために研修を継続

していく。 

 

・分かりやすい活用方法

の紹介や点検修理を

継続していく。 

 

・年度の初めに学習会を

実施し、職員の理解を

深めていく。 

ウ 

(ｱ)居住地域

とのつなが

りを深める。

（交流籍を

生かした交

流の充実、地

域活動への

参加） 

・交流籍校交流の個別

目標を達成できたと

答える教員 100％、

保護者100％ 

・すまいるファイルを

活用した事前打合せ

の実施100％ 

 

 

・地域の活動に参加し

た児童生徒 70％以

上 

・教員 97％、保護者

100％ 面談で目標

や活動内容を共通理

解できた。 

・100％ 全職員が打ち

合わせでファイルを

開示した。 

 

 

・50％ 地域防災訓練

に参加。 

Ｂ 

・事前打合せや面談で個

別目標を達成するた

めの活動内容や手立

てを明確にしていく。 

・個に応じた具体的な活

用を提案することは

難しかったため、ファ

イルの具体的な活用

事例を提示する。 

・新型コロナの影響で参

加を見合わせている。 

(ｲ)コミュニ

ティスクー

ルの更なる

推進により、

学校周辺地

域・関係諸機

関とのつな

がりを深め

る。 

 

・地域の方とつながる

ことを意識して活動

したと答える教職員

100％ 

・一日平均アクセス数

300件以上 

・保護者や外部への発

信が充実したという

学校関係者評価 

90％以上 

・77％ 新型コロナウ

イルス感染症の影響

により外部との交流

に制限がかかった。 

・約 200 アクセス 情

報課員を中心に、学

習の様子を発信し

た。 

 

Ｂ 

・感染症対策を徹底しな

がら実施できる計画

を立案する。 

 

・閲覧者のターゲットを

明確にし、役立つコン

テンツを掲載する。 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

エ 

(ｱ)業務改善

により教材

研究や自己

研修の時間

を増やし、や

りがいを感

じられる職

場にする。 

・業務の重要度を考慮

し、自分のタイムマ

ネジメントが向上し

たと回答する教職員

100％ 

・教材研究や自己研修

の時間を確保できた

と回答した教職員

100％ 

・仕事にやりがいを感

じたと答える教職員

100％ 

・78％ 最終施錠時刻

を設定し、タイムマ

ネジメント意識が向

上してきた。 

 

・84％ 計画的な空き

時間の確保は難しか

った。 

 

・95％ 児童生徒の変

容や成長がやりがい

につながっている。 

Ｂ 

・会議を精選し終了時刻

を明確にする。 

 

 

 

・適正人数による授業を

実施し、授業準備、事

務処理時間を確保す

る。 

 

(ｲ)お互いに

仕事を助け

合い、協力し

合って、働き

やすい職場

にする。 

・働きやすい職場であ

ると答える教職員

90％以上 

・互いに協力し合って

仕事ができたと答え

る教職員100％ 

・不祥事ゼロ 

・82％ 適切な勤怠管

理。 

 

・93％ 業務内容を明

確化した。 

 

・交通事故２件 

（勤務時間外） 

Ｂ 

・業務改善により、休憩

時間を確実に確保す

る。 

・適切な業務分担を行

い、サポート体制を構

築する。 

・交通安全講習など研修

を継続する。 

(ｳ)教員個々

のキャリア

に応じた専

門性の向上

を図る。 

・自らのキャリアステ

ージを意識して専門

性の向上に努めたと

回答する教職員 

100％ 

・88％ すべての教員

にキャリアステージ

を提示。 Ａ 

・研修会の数が多く、専

門性を深めるまでは

難しかった。適切な時

期に適切な回数を設

定する。 

(2) 令和５年度の取組目標・達成目標・成果目標 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 
 

(ｱ)（安全・安心） 

児童生徒が安全

に安心して生活

することがで

き、活動しやす

い教育環境を整

備する。 

定期的な校内安全点検と災

害時における危険個所の迅

速な点検と整備をする。 

・管理責任者による安全点検

の実施と危険個所の整備

100％ 

防災教育課 

各学部・事務部 

教職員と児童生徒が協働

し、感染予防対策と美化清

掃活動を日常的に実施す

る。 

・「整理整頓・清掃が常に行

き届いている学校」と答え

る教職員100％ 

生徒指導課 

保健給食課 

各学部・事務部 

保健、医療的ケア、給食、

体育等のヒヤリハットを自

分事に捉えるよう呼びか

け、適切な対応を促し、迅

速な改善策を策定する。 

・保健、医療的ケア、給食、

体育等の重大事故発生０

件。 

・「ヒヤリハット等の情報を

環境整備や再発防止に活

用した」と答える教職員 

100％ 

保健給食課 

体育課 

教務情報課 

各学部 

(ｲ)（危機管理体 

制の整備と改善）

事故や災害等に

対する適切・迅

速な対応を考え

危機管理意識の

向上を図る。（自

分の命は自分で

守る教育） 

地域の強みを活かし、掛川

市、南郷地区、希望の丘と

協働した防災体制を整備す

る。 

・地域との合同訓練を通して
福祉避難所運営や避難体
制の確立100％ 

防災教育課 

事務部 

危機管理マニュアルを見直

し、（登下校時を含む、地震

災害、荒天、行方不明等）

避難訓練を実施する。 

 

 

 

・マニュアルを教職員が理解
し、「児童生徒が有事の際
の動きが分かり行動でき
た」と答える教職員100％ 

防災教育課 

生徒指導課 
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 取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

 

情報管理、交通安全、会計

処理等に関する研修を実施

し、児童生徒、保護者、地

域の信頼に応える。 

・不祥事根絶、情報機器管

理・紛失０件、個人情報紛

失０件、交通加害事故０

件、不適正会計処理０件 

教務情報課 

企画会 

事務部 

(ｳ)（人権教育、 
道徳教育の充実） 

教職員、児童生

徒の人権意識を

向上し、他者も

自分も大切にす

る心を育む。 

人権教育に関する全体研修

会１回、学部研修１回を実

施する。 

月ごとの人権目標や振り返

りシートを活用し、人権感

覚の向上を図る。 

・「人権に配慮した丁寧な態

度や言葉遣いができた」と

答える教職員の評価100％ 

 

生徒指導課 

各学部 

いじめ等に関する児童生

徒・保護者アンケートを実

施する。 

・「アンケート後、丁寧な対

応ができた」と答える教職

員100％ 

生徒指導課 

いじめ対策委員

会 

発達段階に応じた人権教

育、道徳教育（道徳をテー

マにした公開授業）１回以

上を行う。 

・「児童生徒が、あいさつや

ありがとうを自分から言

えた」と答える教職員 

100％ 

生徒指導課 

各学部 

(ｴ)（業務改善と

明るい職場づく

り） 

心にゆとりがあ

り、教育公務員

としての自覚と

仲間を大切にす

る姿勢をもった

教職員 

教職員一人一人が働き方改

革の意識を持ち、業務や会

議の能率化と精選を進め

る。 

お互いを思いやれる働きや

すい職場づくりを推進す

る。 

夢の実現委員会開催３回 

・「働きがいとワークライフ

バランスの視点で業務改

善できた」と答える教職員

90％ 

・「自分の役割を自覚し、仲

間と協働することができ

た」と答える教職員100％ 

夢の実現委員会 

各学部 

イ 

(ｱ) 

保護者と教職員

が連携・協力し

て児童生徒の成

長を支え、夢の

実現を目指す。 

 

(ｲ) 

12 年間を見通

したつながりあ

る年間指導計画

の作成と授業づ

くりを実施す

る。 

 

(ｳ)（専門性） 

学習指導要領を

踏まえた「主体

的・対話的で深

い学び」のある

授業実践を通し

て、実践力と専

門性のレベルア

ップを図る。 

個別の教育支援計画、個別

の指導計画等を保護者や関

係機関と面談等で共有し、

有効に活用する。 

・「すまいるファイルを保護

者や関係機関と共有し、面

談や進路に活かせた」と答

える教職員100％ 

教務情報課 

地域連携課 

キャリア教育課 

自立活動の６区分等から実

態把握し、個別の教育支援

計画の作成や根拠ある目標

設定を個別の指導計画に反

映させる。 

・「日々の児童生徒の評価を

記録し、個別の指導計画に

反映できた」と答える教職

員100％ 

自立活動課 

教務情報課 

研修課 

日常の授業や校内研修等を

利用し、授業改善を図る。 

公開授業研究会を開催し実

践を発表する。 

・「助言者や授業アドバイザ

ー等からの助言を受け授

業改善できた」と答える教

員100％ 

研修課 

各学部 

学習指導要領の内容を踏ま

えた授業実践や授業改善を

行う。 

ＩＣＴ機器活用に関わる教

職員研修を充実させ、実践

を行う。 

・「主体的・対話的で深い学

びの視点で授業改善でき

た」と答える教職員100％ 

・「授業でＩＣＴ機器を活用

した」と答える教職員 

100％ 

研修課 

各学部 

教務情報課 

 

カリキュラム･マネジメン

ト委員会（３回）や学年主

任者会等、学習指導要領を

基にして教育課程について

見直し、12年間のつながり

を整理する。 

 

・「12 年間の系統性や学習指

導要領等の内容を見直し

た年間指導計画が作成で

きた」と答える教職員 

100％ 

カリキュラムマ

ネジメント委員

会 

体育課 

図書表現課 

各学部 
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 取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

イ 

 「掛特版キャリアプランニ

ング・マトリックス」や「保

健教育に関する 12 年間の

押さえ」の活用による児童

生徒のキャリア発達に応じ

た指導実践を実施する。 

・「『掛特版キャリアプランニ

ング・マトリックス』や『保

健教育に関する 12 年間の

押さえ』を活用し、授業実

践した」という学部100％ 

キャリア教育課 

保健給食課 

各学部 

表現力や想像力を高めるた

めに図書室や美術室・音楽

室の環境を整える。 

・「児童生徒が読書に親しん

だり芸術を楽しんだりす

ることができた」と答える

教職員100％ 

図書表現課 

各学部 

ウ 

(ｱ)（センター的

機能） 

社会に開かれた

教育課程の実現

を目指した地

域・学校・家庭

の協働強化を図

る。 

 

(ｲ)（ふれあい活

動の実践） 

共生共育の実現

に向けたコミュ

ニティスクール

の実施 

 

保護者や関係機関からの相

談や要望に対し、それぞれ

の役割を明確にして、連携

する。 

・ニーズに応じたケース会議

や学習会を設定したり、情

報共有したりして、「必要

に応じて保護者や関係機

関と連携して取り組んだ」

と答える教職員90％ 

地域連携課 

キャリア教育課 

各学部 

チーム学校の機能を活用

し、在籍児童生徒の支援体

制を充実させる。 

・校内の専門家（看護師、Ｓ

Ｃ）や校外の専門家（ＰＴ、

ＯＴ、学校医、医ケア指導

医相、談員等）の活用が「有

効であった」と答える教職

員の評価90％ 

地域連携課 

キャリア教育課 

保健給食課 

自立活動課 

日々の学校公開やＨＰ等を

利用し、児童生徒の様子を

発信する。 

・「学校公開やＨＰ等で学校

の様子が理解できた」と答

える保護者100％ 

教務情報課 

地域資源（人・もの・こと）

を活用する「ふれあい活動」

を年間計画に位置づけて実

践し、成果と課題を明確に

する。 

地域の施設での作品展や作

業製品展示･販売会を開催

する。 

・「ふれあい活動を実施し、

地域資源（人・もの・こと）

を利用できた」と答える教

職員100％ 

・地域の方々に向けた作品展

や日頃の学習活動を公開

して、「児童生徒の理解啓

発につながった」と答える

教職員100％ 

地域連携課 

各学部 

カリキュラムマ

ネジメント委員

会 

図書表現課 

各学部 

学校間交流、交流籍交流の

相手校と連携を図り、相互

に有効な交流及び共同学習

を実施する。 

・実施後アンケートで「有効

であった」と答える本校、

相手校の評価100％ 

地域連携課 

各学部 

 

４ 監査対象期間における特色ある取組 

（令和４年度） 

「しない、させない、見逃さない、みんなで不祥事根絶。チーム掛特！」を合言葉にし、教職員一

人一人の人権意識、規範意識の向上に努めた。自分自身で人権目標を定めて職員玄関に掲示したり、

月ごとの人権目標を共有したりして日々の取り組みを行った。また、人権学習会、オンラインでの道

徳教育研修も行い、教員個々の専門性向上の一助となった。 
地域との協働・連携では、今年度「ふれかつ（触れ合い活動）」という名称を立ち上げ、高等部園

芸班と地域ボランティアとの花植え活動や地域ボランティアと児童とが共に散策する一日ウォーク等

を実施することができた。 
新型コロナウイルスの感染状況に応じ、計画どおりにできなかったり制約が生じたりしたこともあ

ったが、そのときにできることを工夫しながらやろうという意識で取り組めた。また、教職員の感染

対策への意識や協力体制の向上が見られた。 
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年 度 取組概要 成果及び課題 

令和４年度 ア 防災・防犯・健 

康・安全意識の更 

なる向上を図る。 

（自分の命を自分 

で守る教育） 

・下校時避難訓練では、スクールバス連絡訓練や放課後等デイ

サービス事業所と連携して情報伝達・安否確認の訓練を行

い、下校時の避難体制の確立につながった。また、不審者対

応訓練も実施し、基本的な対応の確認をすることができた。

今後は、より実際的な場面を想定した訓練を実施し、その反

省から危機管理マニュアルの見直しを行っていくことが課

題である。 

・養護教諭や栄養教諭とタイアップした健康と食に関する授業

実践を行い、校内掲示板を用いて全職員で学びを共有しなが

ら、実践力を高めることができた。感染症予防については、

ガイドラインの見直しを行ったことで、より教職員の理解が

深まり、日々の確実な実践へとつながった。今後も市町の状

況、県教育委員会からの通知を基に、確実な実施を行ってい

く。 

・安全については、毎月の安全点検の確実な実施と危険箇所の

整備、スクールクリーン活動の充実による環境整備意識の向

上、ヒヤリハット事案の共有による再発防止の取り組みを行

った。様々な物品や教材の収納場所が少ないという状況が見

られ、今後の課題である。 

ア 教師、生徒の人 

権意識を向上し、 

他者を大切にする 

心を育む。 

・人権を意識した行動宣言について、全教職員が自分の言葉で

表現したものを校内に掲示し、来校者を含め、誰でも見るこ

とができるようにし、日々の意識向上への一助とした。 

・月ごとの人権目標を設定し、「人権振り返りシート」を活用

する取組を通して、教員の人権意識の向上に努めた。 

・道徳教育全体計画の活用について周知した。道徳の授業記録

を残すことに加え、各学年で道徳の授業公開を年１回実施す

る取組を行なった。今後、授業に活用できる情報の提供や関

係書籍の購入等を計画的に行っていく。 

・７月に、全職員を対象に人権伝達研修と外部講師による道徳

教育研修を実施した。 

イ 保護者と教職員 

が連携・協力して 

児童生徒の成長を 

支え、夢の実現を 

目指す。 

・各種便り（学校便り、学部便り）や学校ホームページ、COCOO

連絡等を通して、学校の教育方針や取組、児童生徒の様子な

どを保護者に発信した。 

・個別面談時にはすまいるファイルを活用し、保護者と学校が

連携して個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成・共有

した。その際、個々の年間指導計画を示して学習の様子や今

後の学習のねらい等を伝えることで、より具体的に保護者が

学習課題をイメージし、児童生徒の成長を支えることへとつ

ながった。 

ウ コミュニティス 

クールの更なる推 

進により、学校周 

辺地域・関係諸機 

関とのつながりを 

深める。 

・学校運営協議会の役割やコミュニティスクールの目指すとこ

ろを具体的かつ明確にし、職員会議を中心とした諸会議で常

に話題にするようにした。 

・高等部生徒会発信で、全児童生徒に地域の「人・もの・こと」

と関わる活動の愛称を募集し、「ふれかつ（触れ合い活動が

由来)」と決定した。今後は、「ふれかつ」のデザインやシン

ボルマーク（またはキャラクター）を募集していく。 

・地域の人と（人から）学ぶ、地域で学ぶ・活動する、地域の

もので作る等々、地域の「人・もの・こと」と関わる学習を

各学部で整理・実践している。 
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年 度 取組概要 成果及び課題 

  ・感染症の流行により、地域の方々との交流に制限が生じた。

今後は、感染症対策をしつつ実施可能な「ふれかつ」の計画・

実施を行っていくことが課題である。 

エ お互いに仕事を 

助け合い、協力し 

合って、働きやす 

い職場にする。 

・教職員が自分の役割を自覚し、それに基づいて対象となる者

（職員全体、学部、学年、分掌等）への働き掛けや発信を自

ら行うことが少しずつできるようなってきた。この取組によ

り、発信された情報を自分事として捉え、互いに協力するな

どの雰囲気が根付いてきた。 

・その日の戸締り当番でなくても、職員が残業を終えて退勤す

る際に、自分が所属する学部等の戸締まりや消灯を確認して

から校舎を出るという行動が習慣となった職員が年度当初

と比較して増えた。 

(令和５年度) 

年 度 取組概要 成果及び課題 

令和５年度 ア（危機管理体制の

整備と改善） 

事故や災害等に

対する適切・迅速

な対応を考え危

機管理意識の向

上を図る。（自分

の命は自分で守

る教育） 

・７月に掛川市と合同で福祉避難所開設・運営訓練を実施した。

実際に避難者の受付、居住スペース作り、ポータブルトイレ

の実演、浄水器や発電機の稼働を行い、基本的な行い方や扱

い方について理解することができた。特に医療的ケア児の対

応について課題が多く見られた。今後は課題を整理し、対応

策を検討して市と協議を行ったり危機管理マニュアルの改

訂をしたりして、生かしていく。 

・地震、火災、土砂災害における避難訓練を実施している。毎

回の訓練では、危機管理マニュアルからポイントを絞り目的

を明確化して行うことができた。役割によっては、取り組み

内容をより明確に示す必要があるため、今後検討・改定する。 

・情報機器紛失０件、個人情報紛失０件、交通加害事故１件。

交通安全では、教職員全員が自己目標を決め、「交通安全宣

言」として玄関に掲示を行った。 

ア（業務改善と明る

い職場づくり） 

心にゆとりがあ

り、教育公務員と

しての自覚と仲

間を大切にする

姿勢をもった教

職員 

・働き方改革の取り組みとして、「夢の実現委員会」を設置。

事務処理の効率化を目指し、現在マニュアルを作成中であ

る。また、行動指標の意識化として、毎週水曜日、金曜日の

16 時 30 分に職員が輪番で放送をかけ、ワークライフバラン

スや交通安全についての呼び掛けを行っている。 

・毎週水曜日を定時退勤日（18時完全閉庁）とし、その他の曜

日は 19 時を完全閉庁時刻とし、取り組んでいる。これまで

の取り組みで定着してきている。 

イ（専門性） 

学習指導要領を

踏まえた「主体

的・対話的で深い

学び」のある授業

実践を通して、実

践力と専門性の

レベルアップを

図る。 

・カリキュラムマネジメント委員会を設置し、部主事・学年主

任が参加して、各学部・学年の年間指導計画を確認し合い、

学習のつながりや関連について確認した。 

・各学部に授業アドバイザーを設け、ベテラン教員がその役割

を担っている。学年の公開授業や一人一授業などの機会を捉

えて授業の準備段階から話し合いに参加し、広い視点から助

言を行ったり、教材開発のアイデアを出したりしている。若

手教員の育成のみならず、ベテラン教員自身の学びを深め専

門性を向上させる取り組みとなっている。 

・学習指導要領の内容を踏まえた系統性のある授業計画の作

成・実践を目指し、体育課では 12 年間の学習内容の整理を

行った。今後は全体計画を立案し、各学年の年間指導計画へ

とつなげられるよう準備を進めているところである。 
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年 度 取組概要 成果及び課題 

 ウ（センター的機能）

社会に開かれた

教育課程の実現

を 目 指 し た 地

域・学校・家庭の

協働強化を図る。 

・日常的な保護者や関係機関との連携をベースにしながら、必

要に合わせてケース会議、学習会等を行っている。特に個別

に家庭支援が必要なケースについては、定期的なケース会議

を行い、関係者が役割の進捗状況を報告し合いながら支援を

継続する取組へとつながっている。 

・校内の看護師やスクールカウンセラーとの連携、ＰＴ・ＳＴ・

ＯＴ等の連携を通じて、児童生徒の実態を多角的に捉え、指

導・支援の充実へとつながっている。また、専門家からのア

ドバイスについて、校内掲示板を通じて全職員で共有してい

る。 

ウ（ふれあい活動の

実践） 

共生共育の実現

に向けたコミュ

ニティスクール

の実施 

・ふれあい活動を各学部の年間指導計画に位置付けたことで、

地域資源を活用した授業実践が計画的に行われている。（お

茶の手もみ体験、地域販売会、掛川東病院花壇整備、生活介

護事業所ぴのほーぷとのさつまいも苗植え体験等） 

・高等部園芸班では、学校前の地域交流花壇の整備を通じて、

地域ボランティアの方々との交流授業を行っている。園芸の

知識が豊富な方から、土づくりや花苗の育て方について、直

接アドバイスをもらう機会となっている。 

 

５ 教職員について 

(1) 異動状況 

区分 本 務 職 員 

小

計 

臨時的・会計年度任用職員 

小

計 

合

計 

 

校

長 

副

校

長 

教

頭 

事

務

長 
教

諭 
教

諭
䥹

任

䥺 

養

護

教

諭 

栄

養

教

諭 

主

査 

主

任 

主

事 

技

能

長 

教

諭
䥹

臨

䥺 

非

常

勤

講

師 

ス
ク
䤀
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
䤀 

医
療
的
ケ
ア
看
護
職
員 

実

習

支

援

指

導

員 

就

労

促

進

専

門

員 

非

常

勤

労

務

職

員 

非

常

勤

嘱

託

員 

転出者   １  18 ２   １ １ １  24         ０ 24 

退職者     ４ １       ５ ９ １    １ １ １ 13 18 

転入者   １  18    ２    21         ０ 21 

新任者     ７        ７ ６ １   １ １ １ ２ 12 19 

差引増減 ０ ０ ０ ０ ３ △3 ０ ０ １ △1 △1 ０ △1 △3 ０ ０ ０ １ ０ ０ １ △1 △2 

(2) 職員数 

区分 本 務 職 員 

小

計 

臨時的・会計年度任用職員 

小

計 

合

計 

 

校

長 

副

校

長 

教

頭 

事

務

長 

教

諭 

教

諭
䥹

任

䥺 

養

護

教

諭 

栄

養

教

諭 

主

査 

主

任 

主

事 

技

能

長 

教

諭
䥹

臨

䥺 

非

常

勤

講

師 

ス
ク
䤀
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
䤀 

医
療
的
ケ
ア
看
護
職
員 

実

習

支

援

指

導

員 

就

労

促

進

専

門

員 

非

常

勤

労

務

職

員 

非

常

勤

嘱

託

員 

男  １  １ 39    １   １ 43 ８ １   １  ２  12 55 

女 １  １  73 ５ ２ １ ２    85 ５  １ ５  １ 14 １ 27 112 

計 １ １ １ １ 112 ５ ２ １ ３ ０ ０ １ 128 13 １ １ ５ １ １ 16 １ 39 167 
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(3) 健康管理について 

【令和４年度】 

ア 健康管理の推進 

・生活習慣病健診、指定年齢健診、人間ドックの実施の徹底と、健診後の事後指導を積極的に

行うことにより、健康管理や健康づくりの意識向上を図った。 

・職員安全衛生委員会を毎月開催し、教職員の健康状態を常に把握できるよう努めた。状況に

よっては、受診を勧めたり健康相談を行ったりした。また、労働環境についても取り上げ、

働きやすい環境づくりに努めた。 

・新型コロナウイルス感染症対策については、教職員も本校ガイドラインや感染状況に応じた

指針に基づいて行動するよう、適宜働き掛けた。 

イ 腰痛予防対策について 

・新型コロナウイルス感染症対策により、全員が揃っての腰痛予防体操は実施できなかったが、

対象者には腰痛検診を実施し、教職員の腰痛の有無や状態の把握に努めた。また、職員向け

保健だより等を活用し、各自が腰痛予防を意識できるよう情報を発信した。 

ウ ストレス、メンタルヘルス関連について 

・職員安全衛生委員会では教職員の状況を把握するとともに、必要に応じて個別面談を実施す

るなどして、教職員のメンタルヘルスの維持、向上に努めた。 

・毎週水曜日を定時退勤日と定め、18時完全閉庁するようにした。また、２学期からは、毎日

19時を完全閉庁時刻とし、タイムマネジメントやワークライフバランスの意識を高めるよう

に働き掛けた。 

   ・職場の健康づくり支援事業を活用し、12月に「特別支援学校教員のためのセルフケア術」を

実施した。 

【令和５年度】 

  ア 健康管理の推進 

・教職員健康診断（生活習慣病健診、指定年齢健診、人間ドック、婦人科検診等）の確実な実

施を徹底し、教職員の健康状態の把握に努めている。検診の結果、再検査・精密検査が必要

な職員には早めに受診するよう呼び掛けている。 

・職員安全衛生委員会を毎月開催し、教職員の心身の健康状態の把握に努めている。また、労

働環境についても取り上げ、環境の改善や働きやすい環境づくりに努めている。 

・新型コロナウイルス感染症対策については、５類への移行に伴って見直しを行った。感染症

流行状態が落ち着いている状況（平時）の取り組みを共有し、適切な対応（換気・手洗いの

励行）を講じた上で、様々な学習に取り組んでいる。 

  イ 腰痛予防対策について 

・６月より、週１回の全職員による腰痛予防体操を行っている。各自のペースでゆっくりと体

をほぐすことで、腰痛予防への意識が向上している。 

・対象者には腰痛検診を実施し、腰痛の有無や状況の把握を行った。 

  ウ ストレス、メンタルヘルスについて 

   ・毎月１回の職員安全衛生委員会を実施し、教職員の体調や精神状態の把握を行った。残業が

増加傾向にある教職員については、業務内容の精選を行ったり事務処理時間の確保に努めた

りと、部主事や学年主任が連携して取り組みを始めている。 

   ・毎週水曜日の定時退勤日（18時完全閉庁）、月・火・木・金曜日の19時完全閉庁については、

昨年度からの取組の成果が出ており、教職員に定着している。 

(4) 教職員の研修について 

 令和４年度 

目的・研修内容 成  果 

１ 研究テーマ 

「自ら考える人を目指した授業づくり 

～児童生徒の的確な実態を捉えた 

主体的・対話的で深い学びの視点 

での授業改善～」 

・グループ別研修を中心に、授業研究会や学習会等を通

して授業力向上を図る取組を行った。 

・令和４〜５年度の２年計画研修の１年目として、次の

ような成果があった。 
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目的・研修内容 成  果 

２ 目的 

・「自ら考える人」を目指した授業づく

りを推進する。 

・学習指導要領に基づく授業づくりを

推進する。 

・教職員の授業力や専門性の向上を図

る。 

３ 研究内容 

・肢体不自由教育、小学部、中学部、

高等部の４つの研究グループを組

織し、全体の研究テーマに基づき、

授業実践研究を行う。 

・児童生徒の実態を的確に捉え、主体

的・対話的で深い学びの視点での授

業改善に取り組む。 

(ｱ) テーマに迫る授業研究 

・児童生徒が主体的、対話的に学ぶ姿を想定し、それ

らを引き出す手立てを講じた授業構想ができた。 

・授業研究会の事後研修では、主体的・対話的で深い

学びの視点に沿って協議をし、有効あるいは改善し

た手立てなどを共通理解できた。 

(ｲ) 児童生徒の実態を捉えた授業実践 

・授業づくり専門講座（外部講師を招聘）やミニ学習

会（分掌課が担当）を行い、児童生徒の発達段階や

学習指導要領に基づく授業づくりについて学び、生

かすことができた。 

・実態把握の際には、認知特性や発達段階、生活状況

など、複数の角度からの実態把握をすることができ

た。それらを基に、目標や学習内容、手立てを考え

るという授業づくりの流れを確認することができ

た。 

(ｳ) 授業実践を支える取組 

・グループごとに年間２回の授業研究会を実施し、事

後検討会で協議の視点を明確にした話し合いを実

施することで、全員参加型の授業研究を行うことが

できた。 

・単元カードや授業カードの形式を統一したり、グル

ープ研修担当者が主任者会に参加して研修の進捗

状況について伝達したりすることで、つながりのあ

る研修を推進することができた。 

初任者研修、２年次研修、３年次研修、

６年次研修、中堅教諭等資質向上研修を

推進する。 

 指導教員を中心に学校全体で取り組

み、教員の資質の向上を図る。 

初任者に対して基礎的な理論や技術、

子どもの見方などの研修を実施する。 

・各自の目標達成のために、校外研修や授業支援訪問、

指導教員を中心とした研修を計画的に実施し成果を

上げることができた。 

 

 令和５年度 

目的・研修内容 成  果 

１ 研究テーマ 

「自ら考え、行動する人を目指した授

業づくり～主体的・対話的で深い学

びの実現に向けて～」 

２ 目的 

・「自ら考え、行動する人」を目指した

授業づくりを推進する。 

・学習指導要領に基づく授業づくりを

推進する。 

・教職員の授業力や専門性の向上を図

る。 

 

 

 

 

・令和４～５年度の２年計画研修の２年目として、グル

ープ別研修を中心に、授業研究会や学習会等を通し、

授業力向上を目指した取組を行っている。 

・７月には研修ウィークを設定した。浜松学院大学の横

山孝子先生からは、「各教科等を合わせた指導」の視

点から本校の研修について御講演いただいた。教科等

横断的な視点で指導計画を立てることの良さ（生活を

基盤にすることで「見方・考え方」が身に付きやすい）

や合わせた授業で各教科の内容をどのように学ぶの

か・学んでいるのかを検討・評価することで、主体的・

対話的で深い学びの実現へと結びついていくことを

教えていただいた。また、本物の必然的で自然な生活

の流れの中では、児童生徒が自分から思考し、行動す

ることを改めて教えてくださり、本校の研修の意義を

再確認することができた。 
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目的・研修内容 成  果 

３ 研究内容 

・肢体不自由教育、小学部、中学部、

高等部の４つの研究グループを組

織し、全体の研究テーマに基づき、

授業実践研究を行う。 

・昨年度研修で身に付けた実態把握の

力を活かし、児童生徒の考える力を

引き出すための授業づくりに焦点を

当て、まずは「主体的・対話的」な

学びの充実に向け、授業展開、単元

構想、手立ての精選について研修す

る。 

 

・一学期には、全ての学部・グループで授業研究会を行

った。肢体不自由教育グループでは西部特別支援学校

から岸和美先生をお迎えし、「自ら考え、表現する」

ことについて、表現するまでには、感覚を入力して脳

で処理し、出力して運動する（手先や動き、言葉で表

現する）という一連の流れがあることを整理していた

だいた。その上で、安心できる人間関係が何よりも大

切なベースとなることや体験の積み重ね、意図的な働

きかけを日々丁寧に行っていくことの大切さを教え

ていただいた。また、中学部では静岡北特別支援学校

より郡哲也先生をお迎えし、生徒の学びの姿と教師の

働き掛けの工夫をセットで考えて授業づくりに生か

すこと、そのためには、的確な課題分析が重要である

ことを教えていただいた。これら研修会での学びを基

にしながら、今後の授業づくりに取り組んでいく。 

初任者研修、２年次研修、３年次研修、

６年次研修、中堅教諭等資質向上研修を

推進する。 

 指導教員を中心に学校全体で取り組

み、教員の資質の向上を図る。 

初任者に対して基礎的な理論や技術、

子どもの見方などの研修を実施する。 

・各自の目標達成のために、校外研修や授業支援訪問、

指導教員を中心とした研修を計画的に実施し成果を

上げている。 

・研修では概論だけではなく、実際の授業づくりや指導

に生かすことができるよう、具体例を示したり、周り

の教員が共に考えるＯＪＴの考え方も取り入れなが

ら取組を行っている。 

 

６ 防災対策について  

令和４年度は、年度開始後すぐに、前年度末に改訂した危機管理マニュアルを用いて全職員対象

に危機管理研修を行った。下校時避難訓練は、新型コロナウイルス感染症対策のため、２年間行え

ていなかった（紙面開催及び図上訓練のみの実施）が、今年度はスクールバス下校便にて、スクー

ルバス介助員と教職員の動きの確認（電話での状況報告、災害対策本部からの運行の指示等）を行

った他、放課後等デイサービス事業所とはCOCOOを用いた児童生徒の安否確認を実施した。 

また11月には、開校以来初めてとなる土砂災害に係る避難訓練を実施した。掛川市南郷地区に

高齢者等避難指示が出たことを想定し、災害対策本部の指示により、一次避難（本校南棟の児童生

徒は、中央棟・高等部棟の指示された場所に避難する）を行った。 

学校所在地域である「希望の丘」にある８事業所で、会議や合同防災訓練を実施する予定であっ

たが、新型コロナウイルス感染症感染拡大のため、延期・中止を余儀なくされた。今後も掛川市健

康福祉部「中部ふくしあ」所長を中心に、希望の丘事業所で連携体制の整備等を行っていく予定で

ある。 

年 度 月 日 内  容 

令和４年度 ４月４日、５日 

４月27日 

５月27日 

６月27日 

７月14日 

７月22日 

８月30日 

～９月５日 

９月５日 

９月22日 

10月 19日 

 

危機管理研修（本校の危機管理について） 

防災訓練①（地震、避難経路確認） 

防災訓練②（火災、避難経路確認） 

防災訓練③（地震、起震車体験） 

ジュニア防災士養成講座（高等部２年生） 

引き渡し訓練（各学部新１年生・小４年生・転入生）  

総合防災訓練への参加の呼び掛け、防災だより配信（COCOO） 

（地域避難所までの避難経路確認、避難場所確認） 

防災訓練④（地震、火災）初期消火訓練 

防災体験学習（中高等部肢体グループ） 

下校時避難訓練（介助員・教員の動き確認、スクールバス安否連

絡実地訓練） 
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年 度 月 日 内  容 

11月 29日 

12月 ４日 

 

１月16～20日 

１月20日 

２月 ２日 

防災訓練⑤（土砂災害時避難、非常食体験） 

地域防災訓練への参加の呼び掛け、防災だより配信（COCOO） 

（地域避難所までの避難経路確認、避難場所確認） 

災害伝言ダイヤル171体験（再生、録音） 

防災訓練⑥（Jアラート発令時） 

防災訓練⑦（地震または火災）※事前予告なし 

令和５年度は、年度始めに危機管理に関する研修会を実施し、危機管理マニュアルを用いて非常

時や災害時の対応について基本情報を共有した。 

７月には、開校以来初めてとなる掛川市合同福祉避難所開設・運営訓練を実施した。今回の訓練

では、受付・避難スペースの設置（パーティションや簡易ベッドの設置）、トイレ実演、発電機・

浄水器の稼働に焦点を絞って実施した。発災から福祉避難所開設までの流れの確認、要支援者受け

入れ前の準備や手続き、避難所の設営、実際の運営を行うことができた。一部の児童生徒や保護者

にも参加していただき、体験を通して貴重な御意見をいただくことができた。 

10月には、昨年度から引き続き下校時避難訓練を行う予定である。今年度もスクールバス下校便

にて、スクールバス介助員と教職員の動きの確認（電話での状況報告、校長指示事項の伝達、緊急

避難先の確認、児童生徒引渡し手順の確認等）を行う予定である。同時に、放課後等デイサービス

事業所とのCOCOOを用いた児童生徒安否確認、自主通学生徒の所在確認も行う。 

学校所在地域である「希望の丘」にある８事業所との連携が重要であるため、今後、合同防災会

議に出席し、各事業所との連携強化・災害時における体制づくりを行っていく予定である。 

年 度 月 日 内  容 

令和５年度 ４月 ５日 

４月19日 

５月12日 

６月 ７日 

７月11日 

７月20日 

７月27日 

８月30日 

～９月５日 

９月 １日 

10月 17日 

11月 30日 

 

11月末～12月初 

１月15～19日 

１月15日 

２月中 

未定 

危機管理研修（本校の危機管理について） 

防災訓練①（地震、避難経路確認） 

防災訓練②引渡し訓練（各学部新１年生・小４年生・転入生）  

防災訓練③（火災、避難経路確認） 

ジュニア防災士養成講座（高等部２年生） 

防災訓練④防災学習の日（土砂災害、寝袋体験、非常食体験） 

防災研修（掛川市合同福祉避難所開設・運営訓練） 

災害用伝言ダイヤル再生訓練（地震） 

 

総合防災訓練への参加の呼び掛け、防災だより配信（COCOO） 

防災訓練⑤下校時避難訓練 

防災訓練⑥総合避難訓練（起震車、煙体験、消火訓練、捜索救助） 

（地域避難所までの避難経路確認、避難場所確認） 

災害用伝言ダイヤル録音訓練（地震） 

防災訓練⑦（原発事故） 

防災訓練⑧（１年間の訓練のまとめ）※事前予告無し 

防災訓練⑨（爆破予告） 

防災訓練⑩（希望の丘での訓練） 

 

７ 学校開放について 
地域に開かれた学校づくりの一環として、教育活動に支障のない範囲で学校の施設・設備を地域

に開放する。 
【年度別学校施設開放状況】 

年 
№ 利  用  者  名 

利用 利用日数 利用者数 利用者負担金 
度 施設 （日） （人） (電気料)(円) 

４ 

１ 優武空手研技会道場 体育館 76 1,616 15,413 

２ 地域若者サポートステーションかけがわ 体育館 1 20 255 

３ 究成会 体育館 10 204 3,608 

計 87 1,840 19,276 
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年 
№ 利  用  者  名 

利用 利用日数 利用者数 利用者負担金 
度 施設 （日） （人） (電気料)(円) 

５ 

１ 優武空手研技会道場 体育館 30 541 5,765 

２ 地域若者サポートステーションかけがわ 体育館 1 16 285 

計 31 557 6,050 
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□□□□□ 

事務事業の概要(御前崎分校) 

１ 概 況 

(1) 学校の沿革 

平成 17. 4. 1 高等部分校設置準備委員長他５人発令 

17. 4.20 袋井養護学校分校設置連絡協議会発足 

18. 3.15 静岡県立池新田高等学校北館２階改築工事竣工 

18. 4. 1 静岡県立池新田高等学校内に静岡県立袋井養護学校御前崎分校開校 

18. 4. 7 開校式、第１回入学式挙行 

      20. 4. 1 静岡県立袋井特別支援学校御前崎分校に校名変更 

27. 4. 1 静岡県立掛川特別支援学校の開校に伴い、袋井特別支援学校御前崎分校から 

掛川特別支援学校御前崎分校に校名変更 

28. 6.11 創立10周年記念行事挙行 

   令和  4. 4. 1  学校運営協議会設置 

 

(2) 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

校 

長 

企

画

会 

運
営
委
員
会 

共生・共育推進委員会 

学年会 

ＰＴＡ 

 

事
務
長 

同窓会・卒業生を支える会 

職

員

会

議 

 

教 

頭 

       

 

 

 

各

種

委

員

会 

・学校自己評価委員会 

・危機管理委員会 

・校内支援委員会 

・教育課程検討委員会 

・学校保健委員会 

・交通安全委員会 

・職員安全衛生委員会 

・人権教育及びいじめ対策委員会 

・情報管理委員会 

・研修推進委員会 

・校内就学支援委員会 

・業者選定委員会 

・入学者選考委員会 

・部活動検討委員会 

      他 

教科担当者会・作業学習担当者会 

事 務 部 

学年主任者会 

学校評議員会 

学校関係者評価委員会 

コンプライアンス委員会 

◇教 務 課 

  ・情報教育 

  ・特別支援教育コーディネーター 

◇生徒指導課 

・防犯防災  

◇保健体育課  

◇研 修 課  

◇進路指導課  

- 17 -



２ 目指す学校像 

(1) 教育目標「元気 笑顔 夢の実現」 

  元気＝命の大切さを基本とし、心身ともに健康な生活を送ること 

  笑顔＝日々の学校生活が学習面・生活面で満たされ、人・もの・ことに主体的に関わること 

  夢の実現＝日々の教育を明日に繋げ、卒業後に自立した豊かな生活を送れるようにすること 

 

  

 

 

 

(2) 目標具現化の柱 

ア＜安全・安心＞ 人権・個性を尊重し、安全・安心な教育環境、学校体制と教育の充実 

イ＜授業＞一人一人の自立と社会参加を目指した指導と授業づくり 

ウ＜連携＞家庭、地域、関係諸機関との連携と地域と協働した学校づくり 

 

３ 監査対象期間の年度別重点目標 

(1) 令和４年度の取組目標・取組目標への評価・成果と課題 

 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題（〇成果・課題） 

ア 

多様な価値観を

認め、たくまし

い心の醸成 

・教育活動全体に

おいて道徳性を

意識した指導や

評価をすること

ができた教員

100％ 

・相手のことを考

えて行動するこ

とができた生徒

100％ 

・池新田高校生徒

との行事や授業

交流等の生徒及

び教員の肯定的

評価100％ 

職員評価 

100％ 

 

 

 

 

生徒評価 

81％ 

 

 

生徒評価 

78％ 

 

Ｂ 

・多くの生徒が相手のことを考えた言

動ができている。一方でＳＮＳでの

トラブルは起きており、学習におい

て、内容理解はできるが、「自分ごと」

として捉えることが課題。 

 

 

 

 

 

・交流に対して苦手意識がある生徒も

いるが、体育行事には目的意識をも

って交流できた。また、作業学習を

とおして行った交流は、どの生徒も

よい表情で参加できた。 

人権を尊重した

教育の実践 

 

・相手を尊重する

気持ちを持って

生徒や同僚に接

することができ

た教員100％ 

・生活アンケート

の結果を組織的

に対応すること

ができた教員

100％ 

・いじめゼロ 

・人権侵害ゼロ 

教職員評価 

100％ 

 

 

 

 

教職員評価 

100％ 

 

Ａ 

・生徒アンケートを実施後、結果を教

職員間で共有した。生徒の訴えに対

し迅速に対応し、学部で共有できた。 

・人権意識として、日々の教育活動の

中で、生徒が「分からない」状態に

なっていないか振り返り実態にあっ

た課題設定や働き掛けをすることが

できた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

命の大切さや自己を理解し、人や社会とつながりながらその能力や可能性を最大限に発揮して、 

主体的に学び生活する姿 

目指す生徒の姿 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題（〇成果・課題） 

ア 

規範意識の向上 ・行動目標を意識

して生活し、実

践することがで

きた生徒100％ 

生徒評価 

85％ 

 

Ｂ 

・年度当初に生徒を対象に校則を伝え、 

ＯＵＤ（御前崎分校ユニバーサルデ

ザイン）について考える時間を設定

できた。 

・より生徒が行動目標を意識できるよ

う、生徒会組織や活動を活用したい。 

・自らの生活を振り返り自己評価にＣ

をつけた生徒が数名いるが、学校の

きまりから外れてしまう生徒はいな

い。生徒の自己肯定感を高めていく

ことも必要。 

・学校のきまりについて、内容が適切

か見直していく。 

人の心や体につ

いて理解を深め

る 

・自分の健康や心

身の状態につい

て考えることが

できた生徒90％

以上 

・生徒の心身の状

態を把握し、養

護教諭やスクー

ルカウンセラー

と協力しながら

取り組むことが

できた教員

100％ 

生徒評価 

88％ 

 

 

 

教職員評価 

100％ 

 

Ａ 

・80％以上の生徒が、体力づくりでが

んばっていることや自分の気持ちを

落ち着かせる方法について回答でき

た。運動前のセルフケアに努め、怪

我の予防ができた。 

・「養教⇔学年担当⇔スクールカウンセ

ラー」の連携ができた。 

・生徒の不安定時だけでなく、気持ち

が安定しているときも面談を継続し

た支援が有効だった。 

危険予測・回避

能力向上のため

の安全教育・防

災教育の推進 

・防災・防犯・消

費者教育・性教

育等、外部人材

を活用しながら 

計画的に実施し、

生徒にとって効

果的だったとす

る教員100％ 

・学習をとおして、

自分の身を守る

ために必要なこ

とが理解できた

とする生徒

100％ 

・重大事故ゼロ 

教職員評価 

100％ 

 

 

 

 

 

 

 

生徒評価 

93％ 

 

Ａ 

・令和４年度よりシェイクアウト訓練、 

原子力防災学習を実施。授業と連携

してポイントをおさえ、繰り返し行

ったことが効果的だった。 

・「通学路の危険個所を理解して登校で

きた」「防災訓練で地震や火事の際の

身の守り方が分かった」とほぼ全員

の生徒が回答した。 

・原子力防災学習は、さらに生徒の実

態に沿った訓練方法や学習内容を検

討する。 

 

 

 

 

・重大事故ゼロ。 

イ 

生徒の働く力と

よりよく生活す

る力を育てる 

 

・実態に応じた個

別の指導計画を

作成し、内容に

ついて理解でき

たとする保護者

100％ 

 

 

保護者評価 

93％ 

 

 
 

・作成のポイントを整理して職員間で

共有した。さらに、年間指導計画と

連動して実態に即した目標、内容を

設定できる方法を「見える化」して

示したことは有効であった。 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題（〇成果・課題） 

イ 

二十歳の夢を実

現する授業実践 

・生徒の実態に応

じた目標や支援

をチームで共有

し、授業へ反映

することができ

た教員100％ 

・20歳の夢の実現

に向けて、今、

取り組むべき目 

標について答え、

実践することが

できた生徒

100％ 

教職員評価 

88％ 

 

 

 

 

生徒評価 

66％ 

Ｂ 

・保護者へ授業で使用した教材を示し

て個別の指導計画の説明をすること

は有効だった。家庭生活に反映でき

るよう、家庭で取り組んでほしいこ

とを積極的に伝えていきたい。 

・職業、家庭の学習指導計画の精選が

できた。社会自立を目指し学習指導

要領に沿った実践を進めながら整理

したい。 

・生徒の実態や学年に応じて、何を目

指して目標を設定するか、また、ど

のように振り返ることが、生徒にと

って効果的かを見直して実践した。 

生徒が主体的に

協働的に学ぶ授

業実践 

・一人１授業、事

例検討をとおし 

て授業を評価し、

授業改善を行う

ことができた教

員100％ 

・チームで生徒の

課題について分

析し、支援方法

を考えたことで

生徒の成長・変

容がみられたと

答える教員 

100％ 

教職員評価 

94％ 

 

 

 

 

教職員評価 

94％ 

 

 

Ａ 

・一人一授業研究では、本時の目標→

目標に向かう支援→評価が整理でき

た。 

・具体的な指導方法だけでなく単元全

体で身に付けさせたい力について検

討できた。 

・夏季研修、校内研修を有効に使い、

単元目標や計画について共有、検討

することができた。また、動画を用

いて検討したことで授業改善につな

がった。 

生徒が自分の良

さを実感できる

学習活動 

・一人一人の得意

分野を生かし、

取り組むことが

できた生徒

100％ 

・生徒が情報機器

を操作し、多様

な学びの実践を

することができ

たとする教員 

100％ 

生徒評価 

94％ 

 

 

 

教職員評価 

82％ 

 

Ａ 

・生徒一人一人が得意な教科や活動を

答えることができた。 

・情報機器については、指導に有効活

用できるよう教師が使い方を学んで

いく必要はあるが、学習の中で活用

することはできた。 

職業科（情報）で扱う内容は年間指

導計画の中で整理すると共に他の教

科等の中でも有効に使う機会を設け

ていく。 

ウ 

地域の人材や教

育資源を活用し

た活動実践 

 

・地域作業先及び

交流先の肯定的

評価100％ 

・地域とのつなが

りを意識して活

動することがで

きたとする教員

100％ 

肯定的評価 

100％ 

 

教職員 

ＡＢ評価 

100％ 

 

Ａ 

・地域作業先（５か所）にアンケート

を実施。肯定的な評価を受けた。 

 

・大産業まつり販売会に向けた学習で、 

地域に出向いて、宣伝活動を行った

ことは、生徒にとって必然性があり、

有効な活動だった。 
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題（〇成果・課題） 

ウ 

生徒一人一人の

適性・希望を踏

まえた進路指導

の充実 

・保護者や関係諸

機関と連携して

就労に向けての

進路指導を行う

ことができたと

する教員100％ 

・校内研修の充実

により教員の進

路指導力が向上

したとする教員

100％ 

教職員評価 

87％ 

 

 

 

 

教職員評価 

100％ 

Ｂ 

・「働く人になるために必要な力」につ

いては、保護者、生徒に繰り返し伝

えたい。 

・進路面談を行う際は、進路の方向性

について、学年でさらに検討して提

案したい。 

 

学校及び生徒の

魅力発信 

・計画的なホーム

ページの更新を

することができ

たとする教員 

100％ 

教職員評価 

76％ 

Ｂ 

・後期は計画的に更新できるようにな

ってきたが、発信する意義を共有し、

計画的に進めていくことが課題。 

・ＱＲコード、コクーを使ったＰＲも

検討していく。 

センター的役割

と地域や関係諸

機関との連携 

・地域からの相談

依頼について肯

定的評価100％ 

 

相談依頼先

からの肯定

的評価 

100％ 

 

Ａ 

・池新田高校職員を対象にした障害へ

の理解啓発研修（１回）及びケース

の相談を実施。 

・学区の中学校から依頼を受け授業へ

の取り組み方や欠席状況に課題のあ

る生徒への授業や進路指導への助言

（３校） 

教職員の専門性

の向上 

・外部人材活用に

より、教育内容 

の充実が図られ、

授業改善に活用

できたとする教

員100％ 

 

教職員評価 

88％ 

Ｂ 

・消費生活講座、防災教育、食育講座

等を実施した。生徒の実態を踏まえ

た講義内容の打ち合わせを丁寧に行

っていくことが課題。 

・作業学習の外部人材の活用は、製品

開発や指導力の向上に有効だった。

一方、作業種によっては、人材の確

保が課題。 

教育公務員とし

ての自覚を高

め、規範意識の

向上を図る 

・不祥事根絶研修

をとおして、意

識が高まったと

答える教員

100％ 

・不祥事ゼロ 

教職員評価 

100％ 

 
Ａ 

・不祥事ゼロ達成。今後も継続したい。 

・職員会議や学年会で時間を設定し、

生徒への接し方について意見交換で

きた。 

「チーム御分」

で取り組む体制

づくり 

 

・教職員一人一人 

が役割を果たし、

チームで協力し

て仕事を行うこ

とができたとす

る教職員100％ 

教職員評価 

100％ 

 
Ａ 

・学年内だけでなく、他学年や養教、

級外と協力して業務を遂行できた。 
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(2) 令和５年度の取組目標・達成方法・成果目標 

 取組目標 達成方法 成果目標 

ア 

生徒が安全・安心

に生活すること

ができ、活動しや

すい教育環境の

整備 

・全職員が安全に対する意識を高め、

環境づくりを行う 

・毎月安全点検の実施 

・ヒヤリハットの情報共有と分析 

・校内・教室内の環境整備 

・安全・安心な環境整備や再発防止の

対策ができたと答える教職員100％ 

・生徒の重大事故ゼロ 

 

心や体の健康等、

自己管理能力及

び体力の向上 

 

・生徒が自分自身の健康について関心

を持ち、心身ともに健康的な生活を

送るための意識の向上 

・生徒からの相談の充実 

（ＳＣとの連携） 

・性の指導について計画的な実践 

・授業やアドバイスにより自分自身の

気持ちや体調を整える方法を知り、

実践することができたとする生徒

90％以上 

 

危険予測・回避能

力向上のための

安全教育・防災教

育の推進 

 

 

 

・災害についての危機管理ﾏﾆｭｱﾙの確

認・厳守の徹底 

・生徒自らが判断し、命を守り危険を

回避できるための安全・防災学習の

実施（計画的な防災学習） 

・通学路確認と自転車の安全点検月１

回実施 

・将来を見据えた消費者教育の実践 

・携帯マナー講座の実施 

・危機管理マニュアルを確認し、緊急

事態に即した行動のとり方が理解で

きた、意識が高まったと答える教職

員100％ 

・学習をとおして、自分の身を守るた

めに必要なことを理解し、行動する

力がついたとする生徒90％以上 

・交通事故ゼロ 

人権を尊重した

教育の実践 

 

 

 

・教職員自己チェックシートの活用や

毎月の人権目標を掲げることで、人

権感覚の向上を図る。 

・人権や道徳教育に関する研修を実施 

・年２回の生活アンケート（いじめ、

体罰、セクハラ等）の実施 

・人権に関する研修会や自己チェック

シート分析等で学んだことを日々の

指導に生かすことができたと答える

教職員100％ 

・生徒からの訴えや生活アンケートの

結果をチームで共有し、迅速に問題

に対し対応することができた教職員

100％ 

・いじめ・人権侵害ゼロ 

「チーム御分」で

取り組む体制づ

くり 

 

・学年・学部・分掌内で目標や情報を

共有し、組織的な協力体制の確立。 

・風通しのよい職場づくりをとおして

チーム力を高める。 

・教職員一人一人が役割を果たし、チ

ームで協力して仕事を行うことがで

きた、気軽に相談・意見を言い合え

ることができたとする教職員100％ 

イ 

卒業後の夢の実

現を目指すため

の活動実践 

・職業科や作業学習等の学校生活の

様々な時間の中で勤労観や職業観を

育成する 

・現場実習での他者評価を日々の授業

や生活に生かす 

・保護者と教職員が連携・協力して生

徒の成長を支え、卒業後の夢の実現

を目指す 

・ＰＡＴＨ等を活用し、具体的な行動

目標を設定する 

・生徒の実態に応じた目標や支援をチ

ームで共有し、授業へ反映すること

ができた教職員100％ 

・卒業後の夢の実現に向けて、今、取

り組むべき目標について答え、行動

することができた生徒90％以上 

 

学習指導要領を

踏まえた各教科

別等指導の充実 

 

 

 

・一人一人の生徒の実態把握と個別の

指導計画に基づく継続性を踏まえた

年間指導計画と学習指導の充実 

・職業・家庭の実践 

・個別の指導計画の内容やその根拠と

なる説明について理解できたとする

保護者100％ 

 

 

- 22 -



 取組目標 達成方法 成果目標 

イ 

主体的・対話的で

深い学びのある

授業実践の実現 

 

 

・校内研修を軸に主体的、対話的で深

い学びを実現するための授業実践と

評価による授業改善 

・単元カードを活用した、授業検討の

実施 

・生徒の気づきを大切にし、問題解決

する場の設定 

・チームで作り上げる一人１授業研 

・適切な目標を設定し、授業実践や授

業改善を通して生徒が成長したと答

える教職員 100％ 

・授業の中で学び・考え・取り組んだ

ことや仲間とともに活動したことが

楽しいと答える生徒90％以上 

 

・ＩＣＴ機器を活用した有効な授業実

践の紹介 

・授業の中でＩＣＴを有効に活用する

ことができたとする教職員100％ 

ウ 

池新田高校との

共生・共育を推進

する 

・池新田高校との行事・授業交流や避

難訓練等を計画的に行う 

・スクラムグッドマナー 

・池新田校舎内清掃依頼アンケート実

施 

・部活動交流の実施 

・池新田高校との交流に対する生徒満

足度90％以上 

・交流の中で池高生との共生・共育の

良さを生かす働き掛けをしたと答え

る教職員100％ 

地域の人材や教

育資源を活用し

た活動実践と連

携 

 

・長年積み上げたつながりや地域資源

を大切にした地域における交流活

動・販売会及び学習活動を推進する。 

・地域作業の実施 

・地域販売会（御前崎市役所、大産業

祭り） 

・コミュニティースクールの機能を活

用した支援体制の充実 

・作業学習や各教科の授業で外部講師

の専門性を生かした授業の実践 

・生徒の目標を達成するために地域で

の活動や学ぶ機会を活用することが

できたとする教職員100％ 

・地域作業や地域での販売会に自分か

ら取り組むことができた答える生徒

90％以上 

・外部人材活用により、教育内容の充

実及び生徒の知識や技術の習得が図

られたとする教職員100％ 

生徒一人一人の

適性・希望を踏ま

えた進路指導の

充実 

・ニーズに応じ、家庭や関係諸機関と

の連携と必要な支援の推進 

・チーム学校として支援体制の充実を

図る 

・進路指導の手引きを活用して校内研

修を行い、就労に関わる教員の進路

指導力の向上を図る 

・ミニ進路学習会の実施 

・積極的な進路指導に係る情報発信 

 

・進路に関する情報を得たことで、家

庭の中での話し合いや進路面談が充

実したと答える保護者100％ 

・進路研修会・懇談会 

・進路だより 

・進路コーナー 

・校内研修の充実により教員の進路指

導力が向上し、生徒一人一人の進路

相談に生かすことができたとする教

職員100％ 

学校及び生徒の

魅力発信 

・教育活動に対する保護者や地域の理

解・関心を高めるための教育活動を

積極的に発信 

 

・御前崎分校の教育活動や魅力につい

て計画的に発信することができた答

える教職員100％ 

・各学年週1回以上ＨＰ更新 

センター的役割

と地域や関係諸

機関との連携 

・池新田高校及び地域関係者からの特

別支援教育のニーズに応じた丁寧な

対応 

 

 

 

 

 

 

 

・特別支援教育に関する地域からの相

談依頼についての対応・支援100％ 
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４ 監査対象期間における特色ある取組 

年 度 取組概要 成果及び課題 

令和４年度 (1) 多様な価値観とたくましい心の

醸成 

・教育活動全体をとおした道徳教

育の実践 

・池新田高校との共生共育を推進

し、ともに学び合い、認め合う

仲間としての意識の醸成 

 

 

 

 

(2) 人の心や体について理解を深め

る 

 ・保健体育の授業と日々の教育活

動をつなげて指導していく。 

 ・生徒の心身の状態を把握すると

ともに心身の状態について生徒

自ら向き合える態度を育めるよ

う対話を中心とした働きかけを

丁寧に行う。 

(3) 危険予測・回避能力向上のため

の安全教育・防災教育の推進 

・危機管理に関する迅速な情報提

供と共有・対応 

・将来を見据えた消費者教育の実  

践 

・計画的な防災教育 

 

 

 

(4) 生徒の働く力とよりよく生活す

る力を育てる。 

・実態把握と個別の指導計画に基

づく学習指導の充実 

・ＰＡＴＨの技法を用いた職業科

の実践 

・卒業後の生活を具体的にイメー

ジできるように、定期的な生徒

面談の実施  

(5)「チーム御分」で取り組む体制づ

くり 

・主任会を核とした情報共有と相

談 

・学年・学部・分掌内の協力体制

の構築 

・計画的な仕事の進め方により業

務の効率化を図る。 

 

 

 

・ＳＮＳや挨拶をテーマに、対人関係トラブルを

例に挙げた授業実践に取り組むことができた。

今後においても道徳の授業と日々の教育活動を

つなげていけるように取り組んだ。 

・しぶき祭の宣伝活動等では積極的に呼び掛けを

する姿が見られたり、ＬＨＲ交流では協力した

り言葉を交わしたりする姿が見られた。 

・ＬＨＲ交流の前に具体的に活動内容を伝え、池

高生徒と協力して作業をすることができ、生徒

はやってよかったという感想をもつことができ

た。 

・校内実習の学習を通して生活リズムを整えるこ

との大切さについて考えることができた。養護

教諭からの情報を生徒の指導に生かしたり、ス

クールカウンセラーと協力したりして生徒の心

身の状態を確認することができた。 

・養護教諭やスクールカウンセラーと連携するこ

とや保健学習で学んだことを日々の教育活動に

つなげたり、家庭と連携したりすることができ

た。 

・避難訓練や引き渡し訓練だけでなく、毎月のシ

ェイクアウト訓練で自分の身を守る方法を実践

できた。 

・ＳＮＳなど情報に関わる危機管理についても意

識的に取り上げた。 

・「防災」についての学習を各学年において計画的

に取り組んでいる。家庭においても保護者とも

し地震が起こったらどうするのか、どこに避難

するのか等を話し合うよう、ＰＴＡ総会や懇談

会での啓発を行った。 

・実態に応じた個別の指導計画を作成し、面談を

通じて保護者に説明した。実態に応じた支援を

チームで考えていける体制作りを行った。20歳

の夢から下りた目標について生活チェックリス

トを活用して考えることができた。 

・日々のチェック表から気になることがあればＰ

ＡＴＨを活用して個別に指導をしたり、夢の実

現に向け必要なことを生徒と一緒に確認したり

することができた。 

・学年だけでなく級外の職員とも協力して仕事を

進めていくことができた。定期的に情報を共有

しながら、計画的に仕事を進めていった。 

・作業学習や体育等、縦割りの授業も多かったが、

状況に応じて学年を超えて協力ができた。 
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年 度 取組概要 成果及び課題 

令和５年度 (1) 心や体の健康など、自己管理能

力及び体力の向上 

・生徒が自分自身の健康について

関心を持ち、心身ともに健康的

な生活を送るための意識の向上 

・生徒からの相談の充実 

（ＳＣとの連携） 

・性の指導について計画的な実践 

 

(2)「チーム御分」で取り組む体制づ

くり 

・学年・学部・分掌内で目標や情

報を共有し、組織的な協力体制

の確立。 

・風通しのよい職場づくりをとお

してチーム力を高める。 

 

(3) 卒業後の夢の実現を目指すため

の活動実践 

・職業科や作業学習等の学校生活

の様々な時間の中で勤労観や職

業観を育成する 

・現場実習での他者評価を日々の

授業や生活に生かす 

・保護者と教職員が連携・協力し

て生徒の成長を支え、卒業後の

夢の実現を目指す 

・ＰＡＴＨ等を活用し、具体的な

行動目標を設定する 

(4) 池新田高校との共生・共育を推

進する。 

・池新田高校との行事・授業交流

や避難訓練等を計画的に行う 

・スクラムグッドマナー 

・池新田校舎内清掃依頼アンケー

ト実施 

・部活動交流の実施 

 

(5) 生徒一人一人の適性・希望を踏

まえた進路指導の充実 

・ニーズに応じ、家庭や関係諸機

関との連携と必要な支援の推進 

・チーム学校として支援体制の充

実を図る 

・進路指導の手引きを活用して校

内研修を行い、就労に関わる教

員の進路指導力の向上を図る 

・ミニ進路学習会の実施 

・積極的な進路指導に係る情報発

信 

 

・ＳＨＲなどで心身の健康チェックを行い、気持

ちや体調を整えることを実践できた生徒もい

た。また、ほとんどの生徒は個別に指導するこ

とを通して自分の心身の状態と向き合えたり教

師からのアドバイスを実践しようとしたりして

いた。 

・保健室から出された健康チェックカードを生徒

が「自分ごと」として活用できるようにＳＨＲ

等で「健康チェックカード」を確認していく。 

・各教員が自分の役割を果たして仕事を行うこと

ができたが、仕事の偏りが見られることもあっ

た。 

・生徒指導に関し、解決が難しい事案があったが、

主任者会や企画会等で相談し、関係機関と連携

し、組織として解決を図っていくことができた。 

・報・連・相・確認を大事に、今後も「チーム」

として組織で対応していく。 

・校内実習の日誌では評価欄への記入だけでなく

教師と個別に話をする中で課題に気付けるよう

にし、次につなげることができた。 

・現場実習での評価を受けて、学校生活の中でき

る目標を考えることができた。 

・ＰＡＴＨについては職業や実習の導入で活用す 

ることができた。今後も将来の夢と今やるべき

ことのつながりを繰り返し生徒と確認しながら

夢の実現への取り組みを自分ごととして捉える

ことができるように支援していきたい。 

 

 

・しぶき祭（文化祭）の共同制作やアピールレー

スなどの活動の意味付けや生徒からの発信を生

かしたことで生徒の主体的な姿につながった。 

・交流前は、楽しみな生徒だけでなく不安に感じ

る生徒もいたが、交流後は前向きな感想を発表

することができた。 

今後もＳＨＲ等を活用しながら事前に前年度や

前回の「良い交流」の場面がイメージできるよ

う投げ掛けをしていく。 

・進路面談前には、部主事・主任・学級担任・進

路を交え、一人一人のニーズに応じたよりよい

進路について話し合うことができた。 

・現場実習前には生徒に職業性ピラミッドの図を

活用しながら、働くための必要な力を伝え、そ

の意味を一緒に考えることができた。 

・高等部分校なので、進路指導については、どの

職員も進路指導ができるように、職員会議後の

ミニ学習会の中で、進路についての学習及び情

報共有を行っていく。 

・保護者、本人には、実習前に事業所について情

報をできるだけ詳細に伝え、家族の中で選択で

きるように努めた。 
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５ 教職員について 

(1) 異動状況 

(2) 職員数 

(3) 健康管理について 

【令和４年度】 

ア 健康管理の推進 

  ・今年度よりＤＢでの管理となった健康診断に関して、自らの健康のことと意識できるよう周知徹底

した。 

・健康診断の完全実施と、事後措置を徹底する。健康管理医からの指導助言を受け、教職員一人一人

が自己の健康管理をすることができた。 

  ・職員安全衛生委員会で職場環境についての協議を行い、教職員で情報を共有した。また、危険箇所

等発見した場合は、早急に対応するよう心掛けた。 

 イ 新型コロナウイルス感染症対策について 

  ・職員安全衛生委員会で感染症対策について協議し、教職員一人一人の予防への意識を高めた。また、

健康管理医や学校医からの指導助言を受け、継続した感染対策を実施した。 

 ウ 職場の健康づくり 

  ・職場の健康づくり支援事業を活用し、講師を招聘し、楽しみながら自分の体を整える方法を知り、

ストレス解消に役立てる健康講座を行った。 

  ・職員室に教職員向けの健康目標を掲示し、互いに協力し合いながら働けるように心掛けた。 

  ・平日の最終退勤時間の設定。毎週水曜日の定時退勤、夏季休業中の定時退勤、完全閉庁日設定を実

施した。 

 

 

 

区分 本 務 職 員 

小 
 
 
 

計 

臨時的・会計年度 
任 用 職 員 

小 
 
 
 

計 
合 

 
 
 

計 

 教

頭 

教

諭 

教

 

諭
䥹
任
䥺 

養

護

教

諭 

教

 

諭
䥹
臨
䥺 

主

事
䥹
臨
䥺 

非

常

勤

講

師 

非
常
勤
労
務
職
員 

転出者  ３   ３     ０ ３ 

退職者     ０   １  １ １ 

転入者  ３   ３     ０ ３ 

新任者     ０ １  １  ２ ２ 

差引増減 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １ 

区分 本 務 職 員 

小 
 
 
 

計 
臨時的・会計年度 
任 用 職 員 

小 
 
 
 

計 

合 
 
 
 

計 

 教

頭 

教

諭 

教

諭
䥹
任
䥺 

養

護

教

諭 
教

 

諭
䥹
臨
䥺 

主

事
䥹
臨
䥺 

非

常

勤

講

師 

非
常
勤
労
務
職
員 

男 １  ７    ８   １  １  ９ 

女   ７ １ １  ９ １ １  １ ３ １２ 

計 １ １４ １ １ １７ １ １ １ １ ４ ２１ 
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【令和５年度】 

ア 健康管理の推進 

  ・健康診断の完全実施と、事後措置を徹底する。健康管理医からの指導助言を受け、教職員一人一人

が自己の健康管理をできるようにする。 

  ・職員安全衛生委員会で職場環境についての協議を行い、教職員で情報を共有する。また、危険箇所

等発見した場合は、早急に対応するよう心掛ける。 

 イ 新型コロナウイルス感染症対策について 

  ・５類移行後も、職員安全衛生委員会で感染症対策について協議し、教職員一人一人の予防への意識を

高める。また、地域の感染状況等を参考に感染対策を検討し実施する。 

 ウ 職場の健康づくり 

  ・職場の健康づくり支援事業を活用し、講師を招聘し、身体の調子だけでなく心の調子を整えるため

のリラックス方法を学べる健康講座を行う。 

  ・職員室に教職員向けの健康目標を掲示し、互いに協力し合いながら働けるようにする。 

  ・平日の最終退勤時間の順守。毎週水曜日の定時退勤、夏季休業中の定時退勤、完全閉庁日設定を実

施する。 

(4) 教職員の研修について【令和４年度】 

ア 校内研修 

目的・研修内容 成果及び課題 

〇研修テーマ 「生徒一人一人の働く力を育成

する作業学習」 

〇研修の重点 

・評価を生かし、学びをつなげる授業実践を行

う中で生徒一人一人の意欲や働く力の育成を

図る。 

・各作業班で事例生徒を設け、単元後の評価を次

の単元の課題設定に生かす授業実践を行った。

生徒が働く人になるために必要な力を班内で

話し合い、課題設定、授業実践、動画による分

析、授業改善、評価を実践することができた。

また、評価規準枠を設けたツールのより良い使

い方について考えていきたい。 

イ 教職員の専門性向上 

目的・研修内容 成果及び課題 

○授業づくり研修 

・一人１授業の実施。 

 

 

 

〇自己研修 

・他校研修会の周知や文献資料の回覧を行う。 

 

○夏季研修 

「１学期の事例生徒授業改善表の報告」 

・目標に対する評価           

・評価に対して次単元のつながりについて 

「２学期の自主生産作業単元について各班の

考えと取組について」 

 

・授業力向上のため、作業学習を窓口に授業カー

ドを作成し、授業実践を行っている。生徒の目

指す姿に向かうための目標を設定し、その目標

達成に向けてより良い支援方法等について考え

る機会とした。 

・センター主催の研修案内を回覧したり、文献を

職員室に設置したりして、教員が自発的に活用

できるように働き掛けた。 

・作業学習単元を終えて、各班の事例生徒の目標

に対する評価や評価を生かした次の単元の課題

設定を聞き、各班の取り組みを理解することが

できた。 

・次単元の販売会について、生徒たちが目標金額、

目標数達成などに向けて、自分で考え、判断し、

行動する姿を目指した各班の考えや計画を共有

することができた。 
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【令和５年度】 

ア 校内研修 

目的・研修内容 成果及び課題 

〇研修テーマ 「自分事として課題と向き合い、

解決していこうとする態度を育成する作業学

習」 

〇研修の重点 

・生徒の「思考・判断・表現」を大切にした授

業実践を行う中で生徒一人ひとりの意欲や働

く力の育成を図る。 

・各作業班で事例生徒を設け、実態把握、試行・

判断・表現する姿と具体的な支援について研修

シートを使って考え、共有し、授業実践を行っ

た。グループで評価の観点に沿って話し合い、

目標や有効な支援について探り、評価し、授業

改善することができた。また、事例生徒シート

のまとめ方、より良い活用方法について考えて

いきたい。 

イ 教職員の専門性向上 

目的・研修内容 成果及び課題 

○授業づくり研修 

・一人１授業の実施。 

 

 

〇自己研修 

・他校研修会の周知や文献資料の回覧を行う。 

 

○夏期研修 

・浜松学院大学横山孝子先生の講演 

「主体的・対話的で深い学び～生徒が自分事と

して物事を捉えて取り組む授業づくり～」 

 

 

 

 

〇事業所見学研修 

・資生堂掛川工場様 

・草笛共同作業所様 

・り～どくさぶえ様 

・授業力向上のため、一人１授業研究を行った。

後期には、参観者は授業者に助言を伝え、授業

者は助言を学年、学習グループで共有し、授業

改善に活かすことができた。 

・センター主催の研修案内を回覧したり、文献を

職員室に設置したりして、教員が自発的に活用

できるように働き掛けた。 

・高校生段階として、自立へ向けて学ぶ上でも「自

分事として取り組む課題意識」が大切であるこ

と、そのために作業学習だけでなく学校生活全

般で活動する目的や意味を押さえて自分事にし

ていく必要性について学ぶことができた。 

・環境要因を整えて充実した学習にしていくと共

に、思考・判断・表現している一人ひとりの生

徒を見取れるようにしていきたい。 

・企業就労した特別支援学校卒業生の働く様子や

仕事内容、職場の環境等を見学し、企業が求め

る人材、高校生のうちに身につけておきたい力

について話を聞き、日々の指導を振り返ること

ができた。 
・事業所や就労継続支援B型事業所のサービスに

ついて説明を受け、見学することで生徒の実態

と照らし合わせながら生徒の将来について考え

ることができた。 

 

６ 防災対策について   

令和４年度は、職員対象に、生徒の安全と安心を守り、適切な避難誘導や防災学習を実施できるよう、

コロナ禍ではあったが、できる方法を考えて防災研修を実施した。生徒に対しては、地震が起こった場

合、即時に避難行動がとれるようにシェイクアウト訓練を取り入れた 

令和５年度は、計画的に防災訓練を行うことで、危機管理意識を高め、防災・防犯訓練をとおして、

生徒自身が自分事としてとらえ、自分の命を守ることができるように継続的な指導をしていく。また、

危機管理マニュアルについては、県の防災担当職員と連携しながら改善をしていく。 
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年  度 月  日 内         容 

令和４年度 ４月５日 

４月６日 

４月18日 

５月10日 

５月18日 

５月20日 

６月17日 

７月29日 

９月６日 

９月22日 

11月22日 

12月１日 

12月20日 

１月16～20日 

３月７日 

 

５月～２月 

（毎月１回） 

第１回危機管理委員会 

教職員防災研修（危機管理マニュアルガイダンス） 

第１回防災訓練（地震・津波） 

通学路安全点検及び生徒捜索対応研修 

生徒引き渡し訓練リハーサル 

生徒引き渡し訓練（１年生） 

不審者対応訓練 

職員防災研修（外部講師） 

第２回防災訓練（合同）（地震）← 中止 

第２回危機管理委員会（危機管理マニュアル見直し） 

ジュニア防災士（外部講師） 

第３回防災訓練（原子力） 

第４回防災訓練（合同）（火災） 

災害用伝言ダイヤル訓練（録音訓練） 

第３回危機管理委員会 

（令和５年度危機管理マニュアルについて） 

シェイクアウト訓練（地震） 

 

年  度 月  日 内         容 

令和５年度 ４月４日 

４月５日 

４月17日 

５月２日 

５月18日 

５月19日 

７月21日 

７月31日 

９月６日 

９月21日 

９月25日 

12月21日 

１月15～19日 

３月６日 

 

５月～２月 

（毎月１回） 

第１回危機管理委員会 

教職員防災研修（危機管理マニュアルガイダンス） 

第１回防災訓練（地震・津波） 

通学路安全点検及び生徒捜索対応研修 

生徒引き渡し訓練リハーサル 

生徒引き渡し訓練（１年生） 

不審者対応訓練 

職員防災研修 

第２回防災訓練（合同）（地震） 

第３回防災訓練（原子力） 

第２回危機管理委員会（危機管理マニュアル見直し） 

第４回防災訓練（合同）（火災） 

災害用伝言ダイヤル訓練（録音訓練） 

第３回危機管理委員会 

（令和６年度危機管理マニュアルについて） 

シェイクアウト訓練（地震） 

 

７ 学校開放について 

なし 
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□□□□□ 

 

            事務執行の根拠法令調 
 

項  目 根    拠    法    令 

１ 学校教育に関する 

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校の管理・運営 

に関すること 

 

 

 

 

教育基本法（第１条、第２条） 

学校教育法（第１条、第２条、第３条、第72条、第73条、第74条、 

第76条、第77条、第82条） 

学校教育法施行規則 

学校保健安全法（第５条） 

学校給食法（第４条） 

特別支援学校の幼稚部及び高等部における学校給食に関する法律 

（第３条） 

いじめ防止対策推進法（第８条） 

静岡県立学校設置条例 

静岡県立特別支援学校学則 

静岡県就学支援委員会規則 

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 

特別支援学校高等部学習指導要領 

  

 学校教育法（第137条） 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（第33条） 

静岡県立学校管理規則 

教育公務員特例法（第21条、第22条） 

学校保健安全法（第15条、第27条） 

静岡県立学校職員安全衛生管理規程 

静岡県立学校の施設等の開放に関する要綱 

学校図書館法（第３条、第４条） 

静岡県教育委員会処務規程 

特別支援学校への就学奨励に関する法律（第２条、第３条） 

特別支援学校への就学奨励に関する法律施行令 

特別支援学校への就学奨励に関する法律施行規則 

特別支援学校就学奨励費負担金等及び要保護及準要保護児童生徒 

援助費補助金交付要綱 
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(1)　本校

面　　　　積 県　　有 国有 市町村有 民　有

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

２２，９９９．９８ ２２，９９９．９８

校 舎 敷 地 １９，４０８．５３ １９，４０８．５３

運動場敷地 ３，５９１．４５ ３，５９１．４５

その他の敷地

建　４，１９５．４９ ４，１９５．４９
延　７，３９０．３４ ７，３９０．３４

建　　　５６３．０８ ５６３．０８
延　　　５４９．９６ ５４９．９６

建　　　１０６．０２ １０６．０２
延　　　１０６．０２ １０６．０２

(2)　御前崎分校

面　　　　積 県　　有 国有 市町村有 民　有

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡
建　　　８３８．６９ 　８３８．６９
延　　　８３８．６９ ８３８．６９

建　　　３３３．００ 　３３３．００
延　　　３３３．００ ３３３．００

所　　　　有　　　　内　　　　訳
区　　　　分 摘　　　　　　　要

池新田高等学校使用承認

校 舎

そ の 他 の 建 物

池新田高等学校使用承認

（令和５年８月31日現在）

 大　２５ｍ×９．２ｍ
 小　９．２ｍ×５ｍ

（令和５年８月31日現在）

校 舎

２７６

そ の 他 の 建 物

プ ー ル

□□□□□

学　校　施　設　の　概　要

１　面積及び所有区分

所　　　　有　　　　内　　　　訳
区　　　　分

学 校 敷 地

摘　　　　　　　要

２７６

内
訳

体 育 館
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２　配置・規模等
　(1)　校舎の配置図

【本校】
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学校敷地面積 校舎延面積 運動場面積
本　　　校 ２２，９９９．９８㎡ ７，３９０．３４㎡ ３，５９１．４５㎡
御前崎分校 ０．００㎡ ８３８．６９㎡ ０．００㎡

１８，８１４．７８㎡ ６，９１４．５２㎡ ５，２４４．３９㎡

当　校

県　平　均

　(2)　学校施設の規模等（法面・演習林等を除く）

区　　　　分

【御前崎分校】

- 33 -



□□□□□

（令和５年８月31日現在）（単位：人）

男子女子 計 男子女子 計 定員男子女子 計 定員男子女子 計 定員男子女子 計 定員男子女子 計

15 9 24 29 3 32 24 9 8 17 24 53 20 73 18 8 4 12 42 61 24 85

15 9 24 29 3 32 9 8 17 53 20 73 8 4 12 61 24 85

23 5 28 8 7 15 33 19 5 24 33 50 17 67 18 7 5 12 51 57 22 79

1 1 1 1 1 1 2 2

23 5 28 8 7 15 18 5 23 49 17 66 6 5 11 55 22 77

1 1 1 1 1 1

22 5 27 8 7 15 18 5 23 48 17 65 6 5 11 54 22 76

17 5 22 19 11 30 33 22 7 29 33 58 23 81 18 13 7 20 51 71 30 101

1 1 1 1 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1

17 5 22 20 11 31 22 7 29 59 23 82 13 7 20 72 30 102

1 1 1 1 2 2 2 2

2 2 2 2 1 2 3 3 2 5

18 5 23 19 11 30 22 7 29 59 23 82 12 5 17 71 28 99

18 5 23 19 11 30 22 7 29 59 23 82 12 5 17 71 28 99

9 4 13 9 4 13 9 4 13

9 4 13 9 4 13 9 4 13

9 4 13 9 4 13 9 4 13

1 1 1 1 1 1

9 5 14 9 5 14 9 5 14

9 5 14 9 5 14 9 5 14

（本校計） （合　　計）

在　籍　生　徒　調（本校・分校）

中学部 高 等
（本　　校） (本　　校） (御前崎分校）

高 等

1年

入 学 者

増　　加

減　　少

現 在

（本　　校）学年
区分

学科別 小学部

2年

入 学 者

増　　加

減　　少

2年時当初

増　　加

減　　少

現 在

3年

入 学 者

増　　加

減　　少

2年時当初

増　　加

減　　少

3年時当初

増　　加

減　　少

現 在

4年

入 学 者

増　　加

減　　少

2年時当初

増　　加

減　　少

3年時当初

増　　加

現 在

減　　少

4年時当初

増　　加

減　　少
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□□□□□

（令和５年８月31日現在）（単位：人）

在　籍　生　徒　調（本校・分校）

男子女子 計 男子女子 計 定員男子女子 計 定員男子女子 計 定員男子女子 計 定員男子女子 計

14 7 21 14 7 21 14 7 21

14 7 21 14 7 21 14 7 21

14 7 21 14 7 21 14 7 21

1 1 1 1 1 1

15 7 22 15 7 22 15 7 22

15 7 22 15 7 22 15 7 22

15 7 22 15 7 22 15 7 22

14 8 22 14 8 22 14 8 22

14 8 22 14 8 22 14 8 22

1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1

14 8 22 14 8 22 14 8 22

14 8 22 14 8 22 14 8 22

14 8 22 14 8 22 14 8 22

14 8 22 14 8 22 14 8 22

14 8 22 14 8 22 14 8 22

93 39 132 56 21 77 49 20 69 198 80 278 26 14 40 224 94 318

（本校計） （合　　計）
学年

学科別 小学部
(本　　校） (御前崎分校）

中学部

区分

高 等 高 等

減　　少

3年時当初

増　　加

減　　少

（本　　校） （本　　校）

4年時当初

増　　加

減　　少

5年時当初

5年

入 学 者

増　　加

減　　少

2年時当初

増　　加

増　　加

減　　少

現 在

6年

入 学 者

増　　加

減　　少

2年時当初

増　　加

減　　少

増　　加

減　　少

5年時当初

増　　加

3年時当初

増　　加

減　　少

4年時当初

現 在

合 計

減　　少

6年時当初

増　　加

減　　少
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□□□□□

12 (　) 15 (　) 22 (　) 19 (　) 9 (　)

10 (　) 7 (　) 7 (　) 5 (　) 9 (　)

22 (　) 22 (　) 29 (　) 24 (　) 18 (　)

12 (　) 15 (　) 22 (　) 19 (　) 9 (　)

10 (　) 7 (　) 7 (　) 5 (　) 8 (　)

22 (　) 22 (　) 29 (　) 24 (　) 17 (　)

12 (　) 15 (　) 22 (　) 19 (　) 9 (　)

10 (　) 7 (　) 7 (　) 5 (　) 8 (　)

22 (　) 22 (　) 29 (　) 24 (　) 17 (　)

 男

 女

計 (F)

7 (　) 2 (　) 13 (　) 8 (　) 8 (　)

2 (　) 4 (　) 7 (　) 5 (　) 4 (　)

9 (　) 6 (　) 20 (　) 13 (　) 12 (　)

7 (　) 2 (　) 13 (　) 8 (　) 8 (　)

2 (　) 4 (　) 7 (　) 5 (　) 4 (　)

9 (　) 6 (　) 20 (　) 13 (　) 12 (　)

7 (　) 2 (　) 13 (　) 8 (　) 8 (　)

2 (　) 4 (　) 7 (　) 5 (　) 4 (　)

9 (　) 6 (　) 20 (　) 13 (　) 12 (　)

 男

 女

計 (F)

   学 　　科　　 別 高等部 高等部 高等部 高等部 高等部

入学志願者及び入学者数調
(本校）

区    分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

募集者数  (B) 33 24 33 33 24

    生徒定員　(A) 33 24 33 33 24

 男

 女

 計(E)

  志願倍率    (C)/(B) 0.67 0.92

志願者数

 男

 女

 計(C)

受検者数

 男

 女

 計(D)

合格者数

0.88 0.73 0.75

  受検倍率    (D)/(B) 0.67 0.92 0.88 0.73 0.71

  充 足 率  (F)/(A) 0.67 0.92 0.88 0.73 0.71

8

22 22 29 24 17

  入学者数

12 15 22 19 9

10 7 7 5

(分校）

区    分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

   学 　　科　　 別 高等部 高等部 高等部 高等部 高等部

    生徒定員　(A) 9 9 18 18 18

 男

 女

 計(D)

合格者数

募集者数  (B) 9 9 18 18 18

 男

 女

 計(E)

  志願倍率    (C)/(B) 1.00 0.67

志願者数

 男

 女

 計(C)

受検者数

1.11 0.72 0.67

  受検倍率    (D)/(B) 1.00 0.67 1.11 0.72 0.67

  充 足 率  (F)/(A) 1.00 0.67 1.11 0.67 0.67

4

9 6 20 12 12

  入学者数

7 2 13 7 8

2 4 7 5
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□□□□□ 

 

卒業生の動向調  

 

区     分 

本  校 御前崎分校 

合計 
中学部 

高等部 高等部 

本科 専攻科 本科 専攻科 

高等学校 

(本科) 

全日制       

定時制       

通信制       

 特別支援学校高等部 16     16 

 その他高等学校等       

大学等 

大学(学部)       

短期大学(本科)       

大学・短大の通信教育学部等       

その他大学等       

特別支援学校高等部専攻科       

専修学校(専門課程)       

専修学校(一般課程)・各種学校       

公共職業能力開発施設等       

就    職  8  4  12 

上 記 以 外 ※ 1 14  1  16 

不詳 ・死 亡       

計 (卒業者総数) 17 22  5  44 

 

(再掲) 「上記以外※」のうち、社会福祉施設等入所、通所者 

区     分 

本  校 御前崎分校 

合 計 
中学部 

高等部 高等部 

本 科 専攻科 本 科 専攻科 

児童福祉施設       

 障害者支援施設  14  1  15 

(うち就労系支援事業利用者) ( ) (8) ( ) (1) ( ) (9) 

医療機関       

計  14  1  15 
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□□□□□

１　生徒の出身地域及び通学方法

(1) 出身地

 （本校） 　　　　（令和５年８月31日現在）（単位：人）

掛 川 市 菊 川 市 合 計

177 72 29 278

63.7% 25.9% 10.4% 100%

 （御前崎分校）

掛 川 市 菊 川 市 合 計

8 8 18 6 40

20.0% 20.0% 45.0% 15.0% 100%

(2) 通学方法

 （本校） 　　　　（令和５年８月31日現在）（単位：人）

ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 徒 歩 自 転 車 合 計

128 24 121 5 278

46.1% 8.6% 43.5% 1.8% 100%

 （御前崎分校）

交通機関 徒 歩 自 転 車 合 計

13 8 5 14 40

32.5% 20.0% 12.5% 35.0% 100%

２　部（クラブ）の加入状況

 （本校） なし

 （御前崎分校）　　　　（令和５年８月31日現在）（単位：人）

運 動 部 文 化 部 計

1 1 2

8 8

3 3 6

6 6 12

9 17 26

34.6% 65.4% 100.0%

1 3 4

5 5

5 5

1 13 14

7.1% 92.9% 100.0%

10 30 40

25.0% 75.0% 100.0%

   生徒の状況

生 徒 数

構 成 比 ％

牧之原市

区 分

児童生徒数

構 成 比 ％

市 町 名

児童生徒数

構 成 比 ％

市 町 名

部(ｸﾗﾌ ﾞ )数

区 分

生 徒 数

構 成 比 ％

区 分

男子

１年

２年

３年

３年

構成比

(A)+(B)

構成比

１年

計(B)

構成比

計(A)

２年

女子

合計

交通機関

自家用車
（送迎）

御前崎市

御前崎市

自家用車
（送迎）

未加入者

高 等 部

牧之原市
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３　障害別児童生徒数

 （本校） 　　　　（令和５年８月31日現在）（単位：人）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合 計 学 級 数

12 13 9 8 11 13 66 14

9 8 12 4 10 6 49 16

3 6 2 2 1 3 17 7

24 27 23 14 22 22 132 37

19 8 19 46 10

8 3 5 16 6

5 4 6 15 6

32 15 30 77 22

12 18 23 53 7

2 3 3 8 3

3 2 3 8 3

17 23 29 69 13

 （御前崎分校）

１年 ２年 ３年 合 計 学 級 数

12 11 17 40 6

12 11 17 40 6

４　起因疾患別児童生徒数

 （本校） 　　　　（令和５年８月31日現在）（単位：人）

脳 性 染 色 体 計

12 22 132

12 11 77

9 5 69

33 38 278

 （御前崎分校）

脳 性 染 色 体 計

4 40

4 40

単一障害

重複障害

肢体重複

小
学
部

合計

区 分

重複障害

合計

肢体重複

肢体重複

合計

中
学
部

単一障害

重複障害

高
等
部

単一障害

区 分

高
等
部

区 分

合計

重複障害

肢体重複

単一障害

高 等 部 8 28

計 8 28

自 閉 症
ス ペ ク ト ラ ム

24

71

そ の 他 の 知 的
発 達 遅 滞

自 閉 症
ス ペ ク ト ラ ム

67

高 等 部

計 136

そ の 他 の 知 的
発 達 遅 滞

31

16

区 分

小 学 部

中 学 部 38

31
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□□□□□ 

特別支援学校における生産物売払調 

 

（令和５年８月 31 日現在） 

（本校） 

 主な生産品目 

令

和

５

年

度 

＜手芸品・工作物＞ 

コースター、ポチ袋、ペンクリップ、ミニハンドバッグ、リングキーホルダー 

＜農作物・園芸品＞ 

スイカ、アサガオ、ローズマリー、ヒマワリ 

＜陶芸品＞ 

小鉢、茶碗、ティーカップ、フリーカップ、湯呑、角皿 

①売払金額           20,150 円 ②令和４年度との差額 △797,400 円 

令

和

４

年

度 

＜手芸品・工作物＞ 

脱臭剤、コースター、巾着袋、箸置き、コインケース、ペン立て、コード止め、

キーホルダー、マウスパット、ストラップ、ペンケース、マグネットクリップ、

積み木、お盆、のし袋、傘立て、トートバッグ、ポーチ、エコバッグ、鍋敷き、

カレンダー、ティッシュケース、バスケット、トレイ、箸袋セット、カードケー

ス、油ポイっと、干支だるま、クリスマス関連商品、ポチ袋、小物入れ、キーケ

ース、ショルダーバッグ、あずま袋、ストール、ヘアゴム、スマホポーチ、スマ

ホケース、壁掛けキーホルダー、ティッシュボックスカバー、バッグ、ひなだる

ま、ブックカバー、メッセージカード、メモ帳、ランチョンマット、イヤリング、

エコクラッチ、エコトート、バンドトート、キャンドル、タブレットケース、ト

イレットペーパーボックス、ネックレス、ペンクリップ、エコポーチ、ボンボン

バンド、マスクケース、ミニハンドバッグ、ガーラン 

＜農作物・園芸品＞ 

かぶ、カモミール、サシェ、サニーレタス、サラダほうれん草、スイスチャード、

タッセル、ねぎ、ベビーリーフ、まつばぼたん、水菜、ミニ大根、ミニチンゲン

菜、ミニ白菜、野菜苗、ルッコラ、レタス 

＜陶芸品＞ 

平皿、植木鉢、豆皿、小鉢、茶碗、ティーカップ、湯呑、徳利、長皿 

①売払金額           817,550 円 ②令和３年度との差額 40,040 円 
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令

和

３

年

度 

＜手芸品・工作物＞ 

脱臭剤、コースター、巾着袋、箸置き、コード止め、キーホルダー、マウスパッ

ト、ペンケース、積み木、お盆、のし袋、手帳入れ、傘立て、トートバッグ、ポ

ーチ、エコバッグ、印鑑マット、鍋敷き、カレンダー、バスケット、籠、トレイ、

ブレスレット、アクセサリーボックス、油ポイっと、干支だるま、カトラリーケ

ース、クリスマス関連商品、小物入れ、３連キーケース、ショルダーバッグ、あ

ずま袋、ストール、ヘアゴム、スマホケース、壁掛けキーホルダー、ティッシュ

ボックスカバー、財布、ひな人形、トレイテーブル、ボタンゴム、バッグ、羽ス

トラップ、歯ブラシスタンド、ひなだるま、ブックカバー、フリーカップ、マグ

カップ、マルチトレイ、めがね立て、メッセージカード、メモ帳、ランチョンマ

ット、リモコンラック、リングキーホルダー 

＜陶芸品＞ 

平皿、花瓶、植木鉢、豆皿、小鉢、茶碗、ティーカップ、どんぶり、湯呑 

①売払金額           857,590 円 ②令和２年度との差額 299,390 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 41 -



□□□□□ 

特別支援学校における生産物売払調 

 

（令和５年８月 31 日現在） 

（御前崎分校） 

 主な生産品目 

令

和

５

年

度 

＜革工芸品＞ 

キーホルダー、コインケース、スマホショルダー、ID ホルダー、ペンケース、名

刺入れ 

＜手工芸品＞ 

かご、リース、ブレスレット 

＜農作物・園芸品＞ 

じゃがいも、大根、苗、にんじん、ほうれん草、小松菜、キャベツ、ブロッコリ

ー 

① 売払金額           154,600 円 ②令和４年度との差額 △198,800 円 

令

和

４

年

度 

＜革工芸品＞ 

キーホルダー、コインケース、ブレスレット、ペンケース、スマホショルダー、

ID フォルダー、名刺入れ 

＜手工芸品＞ 

かご、巾着袋、しおり、ブックカバー、ブレスレット、ペンケース、リース、小

物入れ、季節の置物 

＜農作物・園芸品＞ 

サニーレタス、じゃがいも、大根、たまねぎ、チンゲン菜、苗、にんじん、ほう

れん草、小松菜、さつまいも、キャベツ、ネギ、ブロッコリー 

① 売払金額           353,400 円 ②令和３年度との差額 223,320 円 

令

和

３

年

度 

＜革工芸品＞ 

キーホルダー、コインケース、コード止め、小物入れ、動物マグネット、名刺入

れ、ネームタグ、パスケース 

＜手工芸品＞ 

かご、コースター、しおり、ストラップ、バッグ、ふきん、ブックカバー、ペン

ケース、リース 

＜農作物・園芸品＞ 

苗、かぶ、キャベツ、きゅうり、小松菜、さといも、さつまいも、ズッキーニ、

スナップエンドウ、種、たまねぎ、腐葉土、ぼかし肥料、ほうれん草、水菜、に

んじん、ネギ 

① 売払金額           130,080 円 ②令和２年度との差額 59,530 円 
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□□□□□

(令和５年８月31日現在)

金融機関名 口座番号 残高(円) 摘   要

静岡銀行掛川支店 944076 0 給料

静岡銀行掛川支店 944054 0
通信・光熱水費
社会保険料

静岡銀行掛川支店 944065 0 就学奨励費

0

預　金　調

預金種類 口座名義人

　残　高　合　計

無利息型普通預金
静岡県立掛川特別支援学校
資金前渡者　赤澤　智子

無利息型普通預金
(自振口)
静岡県立掛川特別支援学校
資金前渡者　赤澤　智子

無利息型普通預金
静岡県立掛川特別支援学校
奨励費
代理受領者　赤澤　智子
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□□□□□

（本校）

枚数 金 額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金 額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額

10円券 19 190 0 0 0 0 19 190 0 0 0 0 19 190

84円券 18 1,512 200 16,800 196 16,464 22 1,848 200 16,800 61 5,124 161 13,524

120円券 23 2,760 0 0 2 240 21 2,520 0 0 0 0 21 2,520

計 4,462 16,800 16,704 4,558 16,800 5,124 16,234

iTunes
カード

600 0 0 600 0 0 600

計 600 0 0 600 0 0 600

□□□□□

（御前崎分校）

枚数 金 額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金 額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額

84円券 34 2,856 56 4,704 83 6,972 7 588 54 4,536 40 3,360 21 1,764

計 2,856 4,704 6,972 588 4,536 3,360 1,764

郵券
文　書
発送用

受　入 払　出

郵  券  等  受  払  調

郵  券  等  受  払  調

摘　要差引現在高

令和５年度

（令和５年８月31日現在）

（単位：枚、円）

区　分 種　類 繰　越 受　入

令和４年度

差引現在高

払　出

（令和５年８月31日現在）

繰　越 受　入 払　出

令和４年度

繰　越

アプリ
購入用

郵券
文　書
発送用

繰　越 受　入 払　出

（単位：枚、円）

区　分 種　類

令和５年度

摘　要
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□□□□□

（本　　校） （令和５年８月31日現在）

区　分

品　名 数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

牛革タンロー 0 0 259ﾃﾞｼ 41,440 259ﾃﾞｼ 41,440 0 0 440ﾃﾞｼ 70,400 440ﾃﾞｼ 70,400 0 0

牛革ヴィンセント 0 0 123ﾃﾞｼ 35,916 123ﾃﾞｼ 35,916 0 0 308ﾃﾞｼ 39,732 308ﾃﾞｼ 39,732 0 0

赤９号（粘土） 0 0 100㎏ 18,425 100㎏ 18,425 0 0 0 0 0 0 0 0

美濃水ひ（粘土） 0 0 100㎏ 18,425 100㎏ 18,425 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 114,206 114,206 0 110,132 110,132 0

□□□□□

（御前崎分校） （令和５年８月31日現在）

区　分

品　名 数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

数量
金額
(円)

牛革タンロー 0 0
1,730

ﾃﾞｼ
276,800

1,730
ﾃﾞｼ

276,800 0 0 942ﾃﾞｼ 152,648 942ﾃﾞｼ 152,648 0 0

計 0 276,800 276,800 0 152,648 152,648 0

材  料  品  受  払  調

摘要受入 払出 差引現在高繰越

令和５年度

払出

令和４年度

繰越 受入 払出

令和４年度

払出

繰越

材  料  品  受  払  調

差引現在高

令和５年度

繰越 受入

摘要受入
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□□□□□

（令和４年度）

うち、令和３年度
からの繰越額分

一般 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費 56,845,932

一般 教育費 学校教育費 健康体育費 13,959,470

計 70,179,650 70,805,402 0

一般 教育費 教育委員会費 教育管理費 2,794,000

計 0 2,794,000 0

計 0 0 0

一般 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費 539,540

計 1,625,910 539,540 0

一般 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費 38,500

計 61,900 38,500 0

計 0 0 0

目

執　行　済　額　　　（円）

委託料等歳出予算執行状況節別集計表 

項会計 款節　　名
令和３年度 令和４年度

(14)工事請負費

(16)公有財産購入費

(12)委託料

(17)備品購入費

(18)負担金、補助
      及び交付金

(21)補償、補填
      及び賠償金
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□□□□□

（令和５年８月31日現在）

一般 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費 19,450,464

一般 教育費 学校教育費 健康体育費 4,645,441

計 24,095,905

計 0

計 0

計 0

一般 教育費 特別支援学校費 特別支援学校管理費 38,000

計 38,000

計 0 0

0

0

0

0

0

(12)委託料

(14)工事請負費

(16)公有財産購入費

(17)備品購入費

(18)負担金、補助
      及び交付金

委託料等歳出予算執行状況節別集計表 

節　　名 会計 款 項 目
執　行　済　額　　　（円）

うち、令和４年度からの繰越
額分

(21)補償、補填
      及び賠償金
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□□□□□

変更

増減額

112,383,0400

武州総合サー
ビス静岡㈱

静鉄ジョイス
テップバス㈱旅
行営業課

1 給食業務委託 ㈱ミカサ 46,329,800

2
スクールバス運行管
理業務委託

3
通学バス輸送業務委
託

11,286,000 0 9,781,200

当初額 計

39,547,200 0 39,547,200

委　　　　託　　　　料　　　　に　

委託業務名 受託者 当初設計金額

契約金額

9,781,200

整理
番号

119,195,010 112,383,040
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支出済累計額 (21,969,200)

4.5.31 1,098,460

4.6.30 1,098,460

4.7.29 1,098,460

4.8.31 1,098,460

4.9.30 1,098,460

4.10.31 1,098,460

4.11.30 1,098,460

4.12.27 1,098,460

5.1.31 1,098,460

5.2.28 1,098,460

5.3.31 1,098,460

5.4.25 1,098,460

小計 13,181,520

支出済累計額 (3,260,400)

4.5.31 271,700

4.6.30 271,700

4.7.29 271,700

4.8.26 271,700

4.9.30 271,700

4.10.31 271,700

4.11.30 271,700

4.12.27 271,700

5.1.31 271,700

5.2.28 271,700

5.3.31 271,700

5.4.28 271,700

小計 3,260,400

支出済累計額 (41,032,816)

4.5.31 2,972,926

4.6.30 2,972,926

4.7.29 2,972,926

4.8.31 2,972,926

4.9.30 2,972,926

4.10.31 2,972,926

4.11.30 2,972,926

4.12.27 2,972,926

5.1.31 2,972,926

5.2.28 2,972,926

5.3.31 2,972,926

5.4.25 2,972,926

小計 35,675,112

給食調理（配膳）業務
　２年度　124回
　３年度　192回
　４年度　192回
　５年度　 68回

3.4.1
～
6.3.31

3.4.1
～
6.3.31

スクールバス運行管理
　大型バス　１台
　運行日数 ３年度 202日
　　　　　 ４年度 204日
　　　　　 ５年度 204日
　管理日数　　　　 21日

スクールバス運行
　大型バス　３台
　運行日数 ３年度 202日
　　　　　 ４年度 204日
　　　　　 ５年度 204日

一般

２長期

金　　　　額 委託業務の内容

一般

2.8.1
～
5.7.31

支出
年月日

一般

　　関　　　　す　　　　る　　　　調

（令和４年度）

契約
締結
方法

契約期間 摘　要

３長期

３長期
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□□□□□

変更

増減額
当初額 計

委　　　　託　　　　料　　　　に　

委託業務名 受託者 当初設計金額

契約金額
整理
番号

5
産業廃棄物収集運
搬処分委託

サンワ環境整
備㈱

38,500 38,500 0 38,500

9
産業廃棄物収集運
搬処分委託

サンワ環境整
備㈱

38,500 38,500 0 38,500

10
産業廃棄物（厨房廃
油）収集・運搬及び
処分委託

静和エンパイロ
メント㈱

61,600 61,600 0 61,600

静鉄ジョイス
テップバス㈱旅
行営業課

5,873,120 5,873,120 0 5,873,120

㈱帝装化成掛
川営業所

0
一般廃棄物収集運
搬処分業務委託

松浦梱包輸送
㈱

7 防鼠防虫業務委託

エレベーター保守点
検業務委託

三菱電機ビル
ソリューションズ
㈱中部支社静
岡支店

574,200574,200 574,200 0

79,200 0 79,200

4

8

79,200

運搬料
　１回　　1,980
可燃物処分料
　１ｋｇ　　16.5

運搬料
　１回　　1,980
可燃物処分料
　１ｋｇ　　16.5

運搬料
　１回　　2,200
可燃物処分料
　１ｋｇ　　16.5

6
新型コロナウイルス感
染症対策に伴う通学
バス輸送業務委託
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金　　　　額 委託業務の内容
支出
年月日

　　関　　　　す　　　　る　　　　調

（令和４年度）

契約
締結
方法

契約期間 摘　要

4.5.31 28,710

4.6.30 28,710

4.7.29 81,510

4.8.31 28,710

4.9.30 28,710

4.10.31 81,510

4.11.30 28,710

4.12.27 28,710

5.1.31 99,990

5.2.28 28,710

5.3.31 28,710

5.4.28 81,510

小計 574,200

随契
4.4.4
～

4.11.30
4.6.15 38,500

厨房から排出される不燃物の収集運搬
処分業務
　コンテナ（３㎥）１台

随契１号
（少額）

4.5.31 1,468,280

4.6.30 1,468,280

4.7.29 1,468,280

4.8.31 1,468,280

小計 5,873,120

4.10.31 39,600

5.4.28 39,600

小計 79,200

4.5.31 27,901

4.6.30 41,151

4.7.29 46,876

4.8.31 29,766

4.9.30 2,739

4.10.31 42,289

4.11.30 39,550

4.12.27 39,699

5.1.31 34,188

5.2.28 31,630

5.3.31 39,072

5.4.28 25,789

小計 400,650

随契
4.5.18
～

4.11.30
4.9.6 38,500

厨房から排出される不燃物の収集運搬
処分業務
　コンテナ（３㎥）１台

随契１号
（少額）

随契
4.7.1
～

4.12.23
4.8.17 61,600

厨房グリストラップの汚泥の清掃、運
搬及び処分
　Ａ：400ℓ

随契１号
（少額）

4.4.1
～
5.3.31

4.4.13
～
5.3.31

厨房から搬出される一般廃棄物の収
集運搬処分業務
　年間　151回

随契

随契

随契１号
（少額）

随契

4.4.8
～
4.7.29

スクールバス運行
　大型バス　２台
　運行日数　71日

随契２号
（不適）

昇降機保守点検
  寝台用１台
　定員11人・積載750ｋｇ
　遠隔点検診断　随時
　法定点検　　　年１回

随契
随契１号
（少額）

ネズミ及びゴキブリ等防除業務
　巡回点検　　月１回
　薬剤散布等　年２回

4.4.8
～
5.3.31

単価契約
随契１号
（少額）

- 51 -



□□□□□

変更

増減額
当初額 計

委　　　　託　　　　料　　　　に　

委託業務名 受託者 当初設計金額

契約金額
整理
番号

12
産業廃棄物収集運
搬処分委託

サンワ環境整
備㈱

38,500 38,500 0 38,500

13
産業廃棄物収集運
搬処分委託

サンワ環境整
備㈱

38,500 38,500 0 38,500

14
産業廃棄物（厨房廃
油）収集・運搬及び
処分委託

静和エンパイロ
メント㈱

61,600 61,600 0 61,600

16
産業廃棄物収集運
搬処分委託

サンワ環境整
備㈱

38,500 38,500 0 38,500

17
産業廃棄物（厨房廃
油）収集・運搬及び
処分委託

静和エンパイロ
メント㈱

61,600 61,600 0 61,600

合　計 17件

6,952,000
新型コロナウイルス感
染症対策に伴う通学
バス輸送業務委託

11 6,952,0006,952,000

4,431,900

静鉄ジョイス
テップバス㈱旅
行営業課

0

0

15
新型コロナウイルス感
染症対策に伴う通学
バス輸送業務委託

静鉄ジョイス
テップバス㈱旅
行営業課

4,431,900 4,431,900
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金　　　　額 委託業務の内容
支出
年月日

　　関　　　　す　　　　る　　　　調

（令和４年度）

契約
締結
方法

契約期間 摘　要

4.9.30 1,390,400

4.10.31 1,390,400

4.11.30 1,390,400

4.12.27 1,390,400

5.1.31 1,390,400

小計 6,952,000

随契
4.8.3
～
5.2.28

4.11.24 38,500
厨房から排出される不燃物の収集運搬
処分業務
　コンテナ（３㎥）１台

随契１号
（少額）

随契
4.10.18
～
5.1.25

5.2.9 38,500
厨房から排出される不燃物の収集運搬
処分業務
　コンテナ（３㎥）１台

随契１号
（少額）

随契
4.12.15
～
5.1.20

5.2.9 61,600
厨房グリストラップの汚泥の清掃、運
搬及び処分
　Ａ：400ℓ

随契１号
（少額）

5.2.28 1,477,300

5.3.31 1,477,300

5.4.25 1,477,300

小計 4,431,900

随契
4.1.12
～
5.3.20

5.3.31 38,500
厨房から排出される不燃物の収集運搬
処分業務
　コンテナ（３㎥）１台

随契１号
（少額）

随契
5.2.3
～
5.3.22

5.4.5 61,600
厨房グリストラップの汚泥の清掃、運
搬及び処分
　Ａ：400ℓ

随契１号
（少額）

70,805,402

4.8.29
～

4.12.28
随契

随契２号
（不適）

スクールバス運行
　大型バス　２台
　運行日数　80日

随契
5.1.6
～
5.3.30

スクールバス運行
　大型バス　２台
　運行日数　51日

随契２号
（不適）
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□□□□□

変更

増減額
当初額 計

委　　　　託　　　　料　　　　に　

委託業務名 受託者 当初設計金額

契約金額
整理
番号

円 円 円

参考1 8,965,440 0 8,965,440

参考2

静岡県立掛川工業高
等学校外６校自家用電
気工作物保安管理業
務委託

遠鉄アシスト㈱ 2,339,040 0 2,339,040

参考3
静岡県立小笠高等学
校外４校浄化槽保守点
検業務委託

中遠環境保全㈱ 1,772,320 0 1,772,320

参考4
静岡県立掛川西高等
学校外３校可燃物収集
運搬処分業務委託

中遠環境保全㈱

運搬料1回
1,925
処分料1kg
16.5

0

運搬料1回
1,925
処分料1kg
16.5

参考5
静岡県立掛川東高等
学校外７校消防用設備
等保守点検業務委託

(株)セキュア 4,620,000 0 4,620,000

参考6

静岡県立池新田高等
学校ほか６校水泳プー
ル浄化装置保守点検
業務委託

清化工業㈱ 327,800 0 327,800

計 ６件

静岡県立掛川西高等
学校外７校警備業務委
託

綜合警備保障㈱
静岡支社
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金　　　　額 委託業務の内容
支出
年月日

　　関　　　　す　　　　る　　　　調

（令和４年度）

契約
締結
方法

契約期間 摘　要

4.4.1
～
5.3.31

掛川工業高校ほか６校
電気工作物に対する保安上の点検業務

掛川工業高校

4.4.1
～
5.3.31

小笠高校ほか４校
浄化槽の保守点検業務

小笠高校

4.4.8
～
5.3.30

掛川西高校ほか３校
可燃物の収集運搬処分業務

掛川西高校

4.4.1
～
5.3.31

掛川東高校ほか７校
消防設備の保守及び機器点検・総合点検
業務

掛川東高校

4.4.6
～

4.12.28

池新田高校ほか６校
水泳プール浄化装置保守点検業務

池新田高校

掛川西高校
掛川西高校ほか７校
警報機器による警備業務

1.10.1
～
6.9.30
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□□□□□

変更

増減額

6
産業廃棄物収集運
搬処分委託

サンワ環境整
備㈱

38,500 38,500 0 38,500

9
産業廃棄物（厨房廃
油）収集・運搬及び
処分委託

静和エンバイロ
メント㈱

61,600 61,600 0 61,600

合　計

8 防鼠防虫業務委託
㈱帝装化成掛
川営業所

85,800 85,800

新型コロナウイルス感
染症対策に伴う通学
バス輸送業務委託

10

武州総合サー
ビス静岡㈱

一般廃棄物収集運
搬処分業務委託

松浦梱包輸送
㈱

6,304,3206,304,320㈱平野工業

運搬料
　１回　　2,090
可燃物処分料
　１ｋｇ　　16.5

エレベーター保守点
検業務委託

三菱電機ビル
ソリューションズ
㈱中部支社静
岡支店

3
スクールバス運行管
理業務委託

4
通学バス輸送業務委
託

574,200

11,286,000 0 9,781,200

39,547,200

当初額 計

39,547,200

委託業務名 受託者 当初設計金額

契約金額

9,781,200

119,195,010

委　　　　託　　　　料　　　　に　

静鉄ジョイス
テップバス㈱旅
行営業課

6,304,3200

85,8000

0

5

7

574,200 574,200 0

運搬料
　１回　　2,200
可燃物処分料
　１ｋｇ　　16.5

112,383,040

0

0 112,383,040

運搬料
　１回　　2,090
可燃物処分料
　１ｋｇ　　16.5

51,150,0000

整理
番号

51,150,00051,184,672㈱ミカサ給食業務委託2

1 給食業務委託 ㈱ミカサ 46,329,800
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支出済累計額 (35,150,720)

5.5.31 1,098,460

5.6.30 1,098,460

5.7.31 1,098,460

5.8.31 1,101,100

小計 4,396,480

5.5.31 271,700

5.6.30 271,700

5.7.31 271,700

5.8.31 271,700

小計 1,086,800

5.5.31 2,972,926

5.6.30 2,972,926

5.7.31 2,972,926

5.8.31 2,972,926

小計 11,891,704

4.5.31 28,710

5.6.30 28,710

5.7.31 81,510

5.8.31 28,710

小計 167,640

随契
5.4.17
～
5.8.31

5.8.31 38,500
厨房から排出される不燃物の収集運搬
処分業務
　コンテナ（３㎥）１台

随契１号
（少額）

5.5.31 27,615

5.6.30 40,837

5.7.31 49,318

5.8.31 31,091

小計 148,861

随契
5.7.11
～

5.12.22
5.8.31 61,600

厨房グリストラップの汚泥の清掃、運
搬及び処分
　Ａ：400ℓ

随契１号
（少額）

5.5.31 1,576,080

5.6.30 1,576,080

5.7.31 1,576,080

5.8.31 1,576,080

小計 6,304,320

24,095,905

３長期

随契１号
（少額）

ネズミ及びゴキブリ等防除業務
　巡回点検　　月１回
　薬剤散布等　年２回

随契１号
（少額）

5.4.4
～
6.3.31

スクールバス運行
　大型バス　２台
　運行日数　73日

5.4.1
～
5.7.31

昇降機保守点検
  寝台用１台
　定員11人・積載750ｋｇ
　遠隔点検診断　随時
　法定点検　　　年１回

随契

支出
年月日

一般

委託業務の内容

給食調理（配膳）業務
　２年度　124回
　３年度　192回
　４年度　192回
　５年度　 68回

一般

契約
締結
方法

一般 ３長期

　　関　　　　す　　　　る　　　　調

（令和５年度）
（令和５年８月31日現在）

摘　要

2.8.1
～
5.7.31

２長期

金　　　　額契約期間

随契

3.4.1
～
6.3.31

3.4.1
～
6.3.31

5.4.1
～
6.3.31

単価契約
随契１号
（少額）随契

5.4.10
～
6.3.31

スクールバス運行
　大型バス　３台
　運行日数 ３年度 202日
　　　　　 ４年度 204日
　　　　　 ５年度 204日

厨房から搬出される一般廃棄物の収
集運搬処分業務
　年間　147回

スクールバス運行管理
　大型バス　１台
　運行日数 ３年度 202日
　　　　　 ４年度 204日
　　　　　 ５年度 204日
　管理日数　　　　 21日

一般

給食調理（配膳）業務
　５年度　120回
　６年度　189回
　７年度　190回
　８年度　 68回

２長期
5.8.1
～
8.7.31

不随
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□□□□□

変更

増減額
当初額 計

委託業務名 受託者 当初設計金額

契約金額

委　　　　託　　　　料　　　　に　

整理
番号

円 円 円

参考1 8,965,440 0 8,965,440

参考2

静岡県立掛川工業高
等学校外６校自家用電
気工作物保安管理業
務委託

遠鉄アシスト㈱ 2,550,240 0 2,550,240

参考3
静岡県立小笠高等学
校外４校浄化槽保守点
検業務委託

中遠環境保全㈱ 1,772,320 0 1,772,320

参考4
静岡県立掛川工業高
等学校外４校可燃物収
集運搬処分業務委託

中遠環境保全㈱

運搬料1回
1,925
処分料1kg
16.5

0

運搬料1回
1,925
処分料1kg
16.5

参考5
静岡県立掛川東高等
学校外７校消防用設備
等保守点検業務委託

静岡県消防設備
保守点検業協同
組合

6,017,000 0 6,017,000

参考6

静岡県立横須賀高等
学校ほか６校水泳プー
ル浄化装置保守点検
業務委託

清化工業㈱ 330,000 0 330,000

参考7

掛川菊川地区県立学
校建築基準法第12条
の基づく定期点検業務
委託

福田一級建築士
事務所

2,475,000 0 2,475,000

計 ７件

静岡県立掛川西高等
学校外７校警備業務委
託

綜合警備保障㈱
静岡支社
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支出
年月日

委託業務の内容
契約
締結
方法

　　関　　　　す　　　　る　　　　調

（令和５年度）
（令和５年８月31日現在）

摘　要金　　　　額契約期間

5.4.1
～
6.3.31

掛川工業高校ほか６校
電気工作物に対する保安上の点検業務

掛川工業高校

5.4.1
～
6.3.31

小笠高校ほか４校
浄化槽の保守点検業務

小笠高校

5.4.3
～
6.3.29

掛川工業高校ほか４校
可燃物の収集運搬処分業務

掛川工業高校

5.4.1
～
6.3.31

掛川東高校ほか７校
消防設備の保守及び機器点検・総合点検
業務

掛川東高校

5.4.3
～

5.12.28

横須賀高校ほか６校
水泳プール浄化装置保守点検業務

横須賀高校

5.9.6
～

5.12.15

池新田高校ほか７校
建築基準法に基づく定期点検業務

池新田高校

掛川西高校ほか７校
警報機器による警備業務

1.10.1
～
6.9.30

掛川西高校
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□□□□□

（令和４年度）

整理 負担 支出

番号 金額 年月日

円

18,000

4
安全運転管理者
等講習会参加費

静岡県安全運転管
理協会会長

開催通知
による

安全運転管理者の資質
の向上及び交通安全の
実現に寄与する

4,500 4.9.26

４件 38,500

負担金支出調

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容

1
掛川地区安全運
転管理協会会費

掛川地区安全運転
管理協会会長

会則第１６
条による

　 安全運転管理者の資
質の向上及び交通安全
の実現に寄与する

4.4.21

　特別支援教育ならび
に知的障害教育の振興
を図る

11,000 4.7.8

2
東海地区特別支
援学校知的障害
教育校長会会費

東海地区特別支援
学校知的障害教育
校長会会長

 　特別支援学校知的障
害教育の振興並びに会
員の研修

5,000 4.7.7

計

規約第９
条及び附
則５による

3
全国特別支援学
校知的障害教育
校長会会費

全国特別支援学校
知的障害教育校長
会

会則第１５
条による
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□□□□□

（令和５年度）

　　（令和５年８月31日）

整理 負担 支出

番号 金額 年月日

円

18,000

３件 38,000

東海地区特別支援
学校知的障害教育
校長会会長

規約第９
条及び附
則５による

 　特別支援学校知的障
害教育の振興並びに会
員の研修

5,000 5.7.28

1
掛川地区安全運
転管理協会会費

掛川地区安全運転
管理協会会長

会則第１６
条による

　 安全運転管理者の資
質の向上及び交通安全
の実現に寄与する

負担金名

5.4.25

2
全国特別支援学
校知的障害教育
校長会会費

全国特別支援学校
知的障害教育校長
会会長

会則第15
号による

　特別支援教育ならび
に知的障害教育の振興
を図る

15,000 5.7.3

交付先

計

負担根拠 事業内容

負担金支出調

東海地区特別支
援学校知的障害
教育校長会会費

3
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□□□□□

建　　　　　築　　　　　工

当 初 額 変更増減額 計

円 円 円 円

３　件 3,080,000 2,794,000 0 2,794,000

「令和５年度　該当なし」

1,529,000 1,485,000 1,485,0003 教育管理費

掛川特別支援学校
御前崎分校３階水
道設備設置更新工
事

御前崎市
池新田地内

2 教育管理費
掛川特別支援学校
御前崎分校女子ト
イレ改修工事

御前崎市
池新田地内

462,000 462,000 462,000

整理
番号

予算科目 工 事 名 工事箇所 当初設計金額
契　　　約　　　金 額

合　　　　計

1 教育管理費
掛川特別支援学校
御前崎分校電話設
備更新工事

御前崎市
池新田地内

847,000847,0001,089,000
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　　　　　事　　　　　調

（令和４年度）

契 約 着 手

締 結 完成(予定)

方 法 年 月 日

円

主装置　１式

多機能電話機（停電対応）１台

R4.8.4 多機能電話機　２台

コードレス電話機　１台

単独電話機　３台

R5.3.24 配線工事　１式

機器設置　１式

設定及び試験調整　１式

R4.12.5

R5.3.24

R5.1.11

R5.3.28

2,794,000

-

随契 ～ 1,485,000

・外壁コア抜き
・３階学習室給水配管設置更新
・学習室Ｃ流し台新設に伴う排
水配
　管設置

随契 462,000～

令達年月日
Ｒ4.11.22
支払年月日
Ｒ5.3.3
随契１号
（少額）

㈱河原崎配管

令達年月日
Ｒ4.12.20
支払年月日
Ｒ5.4.21
随契１号
（少額）

-

㈱増田組
・トイレブース撤去・復旧
・長尺シート張り

受 注 者 支出済額 工 事 概 要
公有財産
台　　帳

摘 要

令達年月日
Ｒ4.7.25
支払年月日
Ｒ4.12.2
随契１号
（少額）

電通システム
㈱

～ -随契 847,000
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□□□□□

（令和４年度）

（ 本 校 ）

数 量 又 台 帳 数量又 台 帳 数量又 台 帳 数 量 又 台 帳

は 面 積 価 格 は面積 価 格 は面積 価 格 は 面 積 価 格

千円 千円 千円 千円

2,530,889 390 89,607 2,441,672

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

22,999.98 708,399 22,999.98 708,399

本 本 本 本

0

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

4,864.59 4,864.59
8,046.32 8,046.32

個 個 個 個

93 344,740 1 390 31,899 94 313,231

本 本 本 本

200 103 200 103

公有財産に
準ずるもの

30 0 0 30

件 件 件 件

1 30 1 30

（令和５度中増減なし)

（令和４年度）

（御前崎分校）

数 量 又 台 帳 数量又 台 帳 数量又 台 帳 数 量 又 台 帳

は 面 積 価 格 は面積 価 格 は面積 価 格 は 面 積 価 格

千円 千円 千円 千円

15,427 0 1,140 14,287

個 個 個 個

9 15,427 1,140 9 14,287

千円 千円 千円 千円

150 0 150

件 件

2 150 2 150

（令和５年度中増減なし)

電　話
加入権

工作物

区　分

電　話
加入権

令 和 4 年 3 月 31 日

現 在

公有財産に
準ずるもの

増 減
令 和 5 年 3 月 31 日

現 在
摘要

公 有 財 産 調

増
令 和 5 年 3 月 31 日

減

摘要

57,708

立木竹

土　地

1,419,939

令 和 4 年 3 月 31 日

現 在
区　分

現 在

工作物

行 政 財 産

建　物
1,477,647

樹木

行 政 財 産
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□□□□□

（令和５年８月31日現在）

所 有 者

区分 種別 所在地 又 は

契約者氏名

掛川市

杉谷南一丁目１-25

御前崎市
816.22

池新田2907-1
816.22

御前崎市
22.47

池新田2907-1
22.47

御前崎市
333.00

池新田2907-1
333.00

1171.69
1171.69

建物計

整理
番号

－ －

－ －

1

事務
所建

建物

建物

借　料

建物

事務
所建

－

鉄骨造
平屋建

－

－ －

契約期間
数量又は
面 積

鉄筋コンク
リート造
４階建

鉄筋コンク
リート造
４階建

R4. 1.14
～

R6. 3.31

R3. 4. 1
～

R6. 3.31

R3. 4. 1
～

R6. 3.31

R3. 4. 1
～

R6. 3.31
－

市道
病院北通り
線

－

校舎

昇降口

作業場

現況 単価 年額

掛川市長

池新田高等
学校長

池新田高等
学校長

池新田高等
学校長

花壇設置17.20

17.20

雑屋
建建

地　目

台帳

2

3

1 土地 敷地

借　地　借　家　等　調

土地計 － －

用　途

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡
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□□□□□

（令和５年度）
（令和５年８月31日現在）

事業名又は
契約名 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

円 円 円 円
カラー印刷機
１台の賃貸借
(契約日）
R2.4.1

給食の調理配膳
業務委託
(契約日）
R2.8.1

スクールバス
スクールバス １台の運行管理
運行管理業務 業務委託 9,781,200 3,260,400 3,260,400 3,260,400

委託 (契約日）
R3.4.1

通学バス３台の
通学バス輸送 輸送業務委託
業務委託 (契約日)

R3.4.1

事業名又は
契約名 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

円 円 円 円

給食の調理配膳
業務委託
(契約日）
R5.7.26

給食業務委託 51,150,000 11,366,080 17,049,120 17,049,120 5,685,680
長期継続
契　　約

事務機器等の債務負担行為又は長期継続契約に係る調

区　分 内　　容 契約額

区　分 内　　容 契約額
（契約額の年度別内訳）

給食業務委託 39,547,200 8,787,680 13,181,520 13,181,520

カラー印刷機
賃貸借

3,907,200 976,800 976,800

長期継続
契　　約

（契約額の年度別内訳）

4,396,480

112,383,040 41,032,816 35,675,112 35,675,112

976,800 976,800
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□□□□□

（令和５年８月31日現在）　

貸付又は 貸付又は使用 貸付・

区分 種別 所　在　地 使用許可 許可を受けた 使用許

台帳 現況 単価 年額 期 間 者 の 氏 名 可目的

円 円

学校 掛川市杉谷南 学校 学校
敷地 １丁目１番２号 敷地 敷地

学校 掛川市杉谷南 学校 学校
敷地 １丁目１番２号 敷地 敷地

学校 掛川市杉谷南 学校 学校 ㎡
敷地 １丁目１番２号 敷地 敷地 184.96

学校 掛川市杉谷南 学校 学校 ㎡
敷地 １丁目１番２号 敷地 敷地 16.16

事務 掛川市杉谷南 事務 事務 ㎡
所建 １丁目１番２号 所建 所建 0.62

22,500

整理
番号

行政財産貸付・使用許可調

地  目
数量

又は

面積

貸付料又は

使 　用 　料

5 建物

4

合　　　　　　　　　計

―

土地

中部電力
パワー
グリッド㈱
掛川営業所

NTT西日本㈱
静岡支店

掛川市長

掛川市長

掛川市長
防災
無線
設置

防災
資機材
保管庫

植栽地

電気
通信

電力
供給

R5. 4. 1
～

R6. 3.31

H31. 4. 1
～

R6. 3.31

R3. 3. 1
～

R8. 3.31

支線３条
支柱１本

本柱６本
支線３条
支柱２本

免除

― 免除

16,500
R3. 4. 1

～
R8. 3.31

R3. 4. 1
～

R8. 3.31
1,500 6,000

1,500

― 免除3 土地

2 土地

1 土地
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□□□□□

大・中 小
パーソナルコンピュー パソコン教室授業用
タ（一式） 週15ｈ使用 2,656,800

真空冷却機 給食調理用
年間190日 2,085,480

755*800*1740
ラックコンベヤタイプ 給食調理用
自動食器洗 年間190日 1,959,120
1180*750*1340
コンビオーブン 給食調理用

年間190日 1,794,960
920*773*1700
横切り盤 作業学習授業用

週10ｈ使用 1,420,200
PW-1300A-H
プロジェクター 教室授業用

週10ｈ使用 1,402,711
MC-BW302J
パススルー冷蔵庫 給食調理用

年間190日 1,399,680
1200*850*1950
電気横扉式陶芸窯 作業学習授業用
（還元バーナー） 週10ｈ使用 1,360,800
KRK-20B
空冷ヒートポンプエアコン 会議室用

週20ｈ使用 1,350,000
PLZX-ERP224EM
パーソナルコンピュー 御前崎分校授業用
タ（一式） 週10ｈ使用 1,155,000

電気式食器消毒保管機 給食調理用
年間190日 1,077,840

1750*950*1860
冷凍冷蔵庫 給食調理用

年間190日 839,160
1500*650*1950
スイングサポートフレーム 粗大運動授業用

年間80日 800,000
大型
放送装置 体育授業用

週20ｈ使用 768,960
デジタルミキサー
エアコン 印刷室用

週20ｈ使用 739,800
SSRA50BCT
プロジェクター 御前崎分校教室授業用

週10ｈ使用 712,191
MC-BW302J
エアコン 図書室用

週10ｈ使用 702,000
PCZ-ERMP112KM
木工用機械 作業学習授業用

週10ｈ使用 679,800
2034型
ガス式立体炊飯器 給食調理用
（低輻射仕様） 年間190日 590,760
830*720*1680
ガス式立体炊飯器 給食調理用
（低輻射仕様） 年間190日 590,760
830*720*1680

その他の厨房器具

01-13

H27.219

20

17 01-14
エアコンディショ
ナー

1

15

02-01
パーソナルコン
ピュータ（一式）

H27.9

R1.6

02-02

12 01-13

H27.2

H29.6

01-13

H28.2

8 10-08 その他の芸術用器具 H27.3

01-13

14

10

その他の木工用機器

6 03-03 プロジェクター R3.3

11

9 01-14

5 06-09

01-13 食品食器洗浄機 H27.2

2 01-13

H27.3

4 01-13 調理器具 H27.2

主　要　備　品　調
　　　　　　　　（令和５年８月31日現在）

整理
番号

区　　　　　分
品名・規格

02-01
パーソナルコン
ピュータ（一式）

H26.2

購入金額

3

13 10-99

エアコンディショ
ナー

H29.8

7 01-13 H27.2冷蔵（凍）庫

冷蔵（凍）庫 H27.2

03-03 プロジェクター R3.3

利用状況
購入
年月

H27.2

その他の厨房器具 H27.2

調理器具

調理器具

放送装置

01-14
エアコンディショ
ナー

その他の教育用器具 R2.9

18 06-09 木工用機械 R3.11

16
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□□□□□

（令和5年８月31日　現在）

整理
番号

職名 氏名 事務分担 住所 摘要

1 校 長 赤 澤 智 子 総括 □□□ □年 □月 □□□□□

2 副 校 長 滝 口 晃 央 総括補助 □□□ □年 □月 □□□□□

3 教 頭 白 柳 沙 代 総括補助 □□□ □年 □月 □□□□□

4 事 務 長 前 田 雅 人 事務総括 □□□ □年 □月 □□□□□

5 教 諭 土 屋 謙 次 郎 高３ □□□ □年 □月 □□□□□

6 教 諭 山 田 由 美 子 高１ □□□ □年 □月 □□□□□

7 教 諭 平 岡 常 一 小６ □□□ □年 □月 □□□□□

8 教 諭 藤 田 一 世 高級外 □□□ □年 □月 □□□□□

9 教 諭 山 下 光 司 高級外 □□□ □年 □月 □□□□□

10 教 諭 塚 本 陽 子 小１主任 □□□ □年 □月 □□□□□

11 教 諭 小 島 秀 子 小級外 □□□ □年 □月 □□□□□

12 教 諭 多 田 三 千 代 中３ □□□ □年 □月 □□□□□

13 教 諭 矢 山 賢 一 中２ □□□ □年 □月 □□□□□

14 教 諭 田 村 進 中２主任 □□□ □年 □月 □□□□□

15 教 諭 近 藤 真 理 子
中学部副主事
保健主事

□□□ □年 □月 □□□□□

16 教 諭 花 村 理 恵 子 小６ □□□ □年 □月 □□□□□

17 教 諭 福 代 美 也 乃 小２主任 □□□ □年 □月 □□□□□

18 教 諭 小 山 裕 子 高１主任 □□□ □年 □月 □□□□□

19 教 諭 大 石 京 子
中級外
自立活動主任

□□□ □年 □月 □□□□□

20 教 諭 河 村 智 可
肢体副主任
小１

□□□ □年 □月 □□□□□

21 教 諭 鈴 木 倫 美 小６ □□□ □年 □月 □□□□□

22 教 諭 植 田 淳 子 小６主任 □□□ □年 □月 □□□□□

23 教 諭 梅 原 隆 史 小学部主事 □□□ □年 □月 □□□□□

24 教 諭 福 井 研 二 中級外 □□□ □年 □月 □□□□□

25 教 諭 倉 知 由 利  高３主任 □□□ □年 □月 □□□□□

26 教 諭 土 屋 利 男 高級外 □□□ □年 □月 □□□□□

27 教 諭 久 米 俊 二 小３ □□□ □年 □月 □□□□□

28 教 諭 鈴 木 陽 子 小学部副主事 □□□ □年 □月 □□□□□

29 教 諭 袴 田 由 美 子 中学部主事 □□□ □年 □月 □□□□□

30 教 諭 大 石 香 織 中３主任 □□□ □年 □月 □□□□□

31 教 諭 山 本 和 枝  高等部主事 □□□ □年 □月 □□□□□

32 教 諭 大 石 安 規 子 小５ □□□ □年 □月 □□□□□

33 教 諭 鈴 木 憩 子 小６ □□□ □年 □月 □□□□□

34 教 諭 平 野 あ ゆ み
高級外
教務主任

□□□ □年 □月 □□□□□

35 教 諭 伊 藤 と も こ 高３ □□□ □年 □月 □□□□□

36 教 諭 鈴 木 美 香 中１主任 □□□ □年 □月 □□□□□

職       員       調　　（本校）

勤務年数
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整理
番号

職名 氏名 事務分担 住所 摘要勤務年数

37 教 諭 鈴 木 勝 晃 中３ □□□ □年 □月 □□□□□

38 教 諭 大 石 真 理 子 小級外 □□□ □年 □月 □□□□□

39 教 諭 浦 井 明 美 小５ □□□ □年 □月 □□□□□

40 教 諭 村 松 ま り 子 小４ □□□ □年 □月 □□□□□

41 教 諭 小 澤 千 穂 小級外 □□□ □年 □月 □□□□□

42 教 諭 伊 東 郁 乃 小２ □□□ □年 □月 □□□□□

43 教 諭 内 藤 有 希 子 小３ □□□ □年 □月 □□□□□

44 教 諭 松 浦 正 人 小３主任 □□□ □年 □月 □□□□□

45 教 諭 松 井 健
高等部副主事
進路指導主事

□□□ □年 □月 □□□□□

46 教 諭 濵 本 沙 織 小５ □□□ □年 □月 □□□□□

47 教 諭 鈴 木 ち は る 小３ □□□ □年 □月 □□□□□

48 教 諭 佐 藤 綾 子 肢体主任 □□□ □年 □月 □□□□□

49 教 諭 名 倉 彩 中肢体主任 □□□ □年 □月 □□□□□

50 教 諭 秋 山 彩 佳 小肢体主任 □□□ □年 □月 □□□□□

51 教 諭 鈴 木 隆 之 高２主任 □□□ □年 □月 □□□□□

52 教 諭 竹 内 由 香 小６ □□□ □年 □月 □□□□□

53 教 諭 鯰 江 遼 香 高２ □□□ □年 □月 □□□□□

54 教 諭 酒 井 敬 子 中３ □□□ □年 □月 □□□□□

55 教 諭 尾 崎 幸 子 小５主任 □□□ □年 □月 □□□□□

56 教 諭 竹 村 真 衣 子 小５ □□□ □年 □月 □□□□□

57 教 諭 樋 口 衡 子 小４主任 □□□ □年 □月 □□□□□

58 教 諭 松 村 槙 子 中３ □□□ □年 □月 □□□□□

59 教 諭 加 藤 有 紀 小１ □□□ □年 □月 □□□□□

60 教 諭 杉 浦 正 樹 高１ □□□ □年 □月 □□□□□

61 教 諭 横 山 悦 子 小２ □□□ □年 □月 □□□□□

62 教 諭 小 木 友 樹 小５ □□□ □年 □月 □□□□□

63 教 諭 山 田 崇 滋 中１ □□□ □年 □月 □□□□□

64 教 諭 鈴 木 真 希 小１ □□□ □年 □月 □□□□□

65 教 諭 鈴 木 愛 巳 高肢体主任　 □□□ □年 □月 □□□□□

66 教 諭 藪 下 正 治 高３ □□□ □年 □月 □□□□□

67 教 諭 内 藤 嘉 恵 小２ □□□ □年 □月 □□□□□

68 教 諭 須 原 拓 実 中３ □□□ □年 □月 □□□□□

69 教 諭 相 津 詠 美 高３ □□□ □年 □月 □□□□□

70 教 諭 山 本 紗 也 加
小１
研修主任

□□□ □年 □月 □□□□□

71 教 諭 堂 地 鉄 平 高３ □□□ □年 □月 □□□□□

72 教 諭 西 川 依 里 中２ □□□ □年 □月 □□□□□

73 教 諭 櫻 井 貴 彦 高２ □□□ □年 □月 □□□□□
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整理
番号

職名 氏名 事務分担 住所 摘要勤務年数

74 教 諭 内 藤 元 美 高１ □□□ □年 □月 □□□□□

75 教 諭 平 松 寛 哲 中１ □□□ □年 □月 □□□□□

76 教 諭 秋 山 武 史 小２ □□□ □年 □月 □□□□□

77 教 諭 石 塚 真 野 中３ □□□ □年 □月 □□□□□

78 教 諭 横 山 初 穂 中２ □□□ □年 □月 □□□□□

79 教 諭 大 塚 敦 子 高３ □□□ □年 □月 □□□□□

80 教 諭 飯 田 実 来 中１ □□□ □年 □月 □□□□□

81 教 諭 寺 田 宗 樹 小２ □□□ □年 □月 □□□□□

82 教 諭 長谷川 亜夜子 中１ □□□ □年 □月 □□□□□

83 教 諭 青 山 咲 希 高２ □□□ □年 □月 □□□□□

84 教 諭 鈴 木 雪 乃 小６ □□□ □年 □月 □□□□□

85 教 諭 川 前 修 一 小２ □□□ □年 □月 □□□□□

86 教 諭 松 田 信 一 中２ □□□ □年 □月 □□□□□

87 教 諭 胡 摩 尚 志 高２ □□□ □年 □月 □□□□□

88 教 諭 仲 田 勝 哉 小５ □□□ □年 □月 □□□□□

89 教 諭 中 辻 由 加 里 小１ □□□ □年 □月 □□□□□

90 教 諭 枝 村 舞 子 小２ □□□ □年 □月 □□□□□

91 教 諭 河 合 瞭 平 中３ □□□ □年 □月 □□□□□

92 教 諭 寺 田 理 紗 高級外 □□□ □年 □月 □□□□□

93 教 諭 河 村 好 美 高２ □□□ □年 □月 □□□□□

94 教 諭 岡 村 幸 大 小６ □□□ □年 □月 □□□□□

95 教 諭 大 石 憲 太 郎
高２
生徒指導主事

□□□ □年 □月 □□□□□

96 教 諭 南 條 杏 奈 高３ □□□ □年 □月 □□□□□

97 教 諭 青 木 茜 中３ □□□ □年 □月 □□□□□

98 教 諭 迫 本 理 絵 高１ □□□ □年 □月 □□□□□

99 教 諭 秋 山 恵 里 小４ □□□ □年 □月 □□□□□

100 教 諭 西 川 瑞 萌 小１ □□□ □年 □月 □□□□□

101 教 諭 藤 田 凌 平 小１ □□□ □年 □月 □□□□□

102 教 諭 櫻 井 詩 織 小４ □□□ □年 □月 □□□□□

103 教 諭 永 田 万 菜 実 小３ □□□ □年 □月 □□□□□

104 教 諭 増 田 美 希 小１ □□□ □年 □月 □□□□□

105 教 諭 鈴 木 萌 香 中２ □□□ □年 □月 □□□□□

106 教 諭 大 野 寛 斗 高１ □□□ □年 □月 □□□□□

107 教 諭 柴 田 健 博 小３ □□□ □年 □月 □□□□□

108 教 諭 澤 田 穂 高 中３ □□□ □年 □月 □□□□□

109 教 諭 菅 島 在 一 高２ □□□ □年 □月 □□□□□

110 教 諭 髙 宮 裕 貴 中１ □□□ □年 □月 □□□□□
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整理
番号

職名 氏名 事務分担 住所 摘要勤務年数

111 教 諭 土 田 晃 平 高３ □□□ □年 □月 □□□□□

112 教 諭 土 屋 龍 二 小３ □□□ □年 □月 □□□□□

113 教 諭 福 井 康 太 小１ □□□ □年 □月 □□□□□

114 教 諭 南 亜 子 中１ □□□ □年 □月 □□□□□

115 教 諭 杉 村 実 希 小４ □□□ □年 □月 □□□□□

116 教 諭 斎 藤 麻 由 小２ □□□ □年 □月 □□□□□

117 教 諭 （ 任 ） 尾 﨑 浩 子 中３ □□□ □年 □月 □□□□□

118 教 諭 （ 任 ） 布 澤 美 由 紀 中２ □□□ □年 □月 □□□□□

119 教 諭 （ 任 ） 髙 桑 道 代 小１ □□□ □年 □月 □□□□□

120 教 諭 （ 任 ） 平 口 亜 衣 小２ □□□ □年 □月 □□□□□

121 教 諭 （ 任 ） 村 松 は る 香 小２ □□□ □年 □月 □□□□□

122 養 護 教 諭 平 田 奈 保 養護 □□□ □年 □月 □□□□□

123 養 護 教 諭 戸 田 陽 奈 養護 □□□ □年 □月 □□□□□

124 栄 養 教 諭 大 塚 美 和 子 給食 □□□ □年 □月 □□□□□

125 主 査 石 神 秀 子 庶務・会計 □□□ □年 □月 □□□□□

126 主 査 磯 部 望 会計・管財 □□□ □年 □月 □□□□□

127 主 査 岡 本 優 子 庶務・会計 □□□ □年 □月 □□□□□

128 技 能 長 塩 澤 太 佳 夫 用務 □□□ □年 □月 □□□□□

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均年数 2年 8月
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整理
番号

職名 氏名 事務分担 住所 摘要

1 教 諭 （ 臨 ） 佐 藤 美 智 代 小５ □□□ □年 □月 □□□□□

2 教 諭 （ 臨 ） 堀 内 泰 子 高２ □□□ □年 □月 □□□□□

3 教 諭 （ 臨 ） 塩 田 真 由 美 小６ □□□ □年 □月 □□□□□

4 教 諭 （ 臨 ） 田 村 尚 志 小４ □□□ □年 □月 □□□□□

5 教 諭 （ 臨 ） 孕 石 雅 仁 中２ □□□ □年 □月 □□□□□

6 教 諭 （ 臨 ） 石 谷 和 中１ □□□ □年 □月 □□□□□

7 教 諭 （ 臨 ） 鈴 木 朋 子 小３ □□□ □年 □月 □□□□□

8 教 諭 （ 臨 ） 増 田 将 太 中１ □□□ □年 □月 □□□□□

9 教 諭 （ 臨 ） 鈴 木 順 子 小３ □□□ □年 □月 □□□□□

10 教 諭 （ 臨 ） 杉 本 秀 平 中１ □□□ □年 □月 □□□□□

11 教 諭 （ 臨 ） 杉 村 航 平 中1 □□□ □年 □月 □□□□□

12 教 諭 （ 臨 ） 秋 山 隆 之 助 高級外 □□□ □年 □月 □□□□□

13 教 諭 （ 臨 ） 阪 本 寛 小６ □□□ □年 □月 □□□□□

14 非 常 勤 講 師 永 田 政 司 社会人活用（革工芸） □□□ □年 □月 □□□□□

15
ス ク ー ル
カウンセラー

高 木 紀 子 □□□ □年 □月 □□□□□

16
医 療 的 ケ ア
看 護 職 員

鈴 木 梢 □□□ □年 □月 □□□□□

17
医 療 的 ケ ア
看 護 職 員

酒 井 記 子 □□□ □年 □月 □□□□□

18
医 療 的 ケ ア
看 護 職 員

落 合 智 子 □□□ □年 □月 □□□□□

19
医 療 的 ケ ア
看 護 職 員

大 庭 洋 子 □□□ □年 □月 □□□□□

20
医 療 的 ケ ア
看 護 職 員

矢 田 博 美 □□□ □年 □月 □□□□□

21
実 習 支 援
指 導 員

水 口 浩 孝 □□□ □年 □月 □□□□□

22
就 労 促 進
専 門 員

酒 井 美 奈 子 □□□ □年 □月 □□□□□

23
非 常 勤
労 務 職 員

藤 井 夏 見 校内介助 □□□ □年 □月 □□□□□

24
非 常 勤
労 務 職 員

岡 本 直 子 校内介助 □□□ □年 □月 □□□□□

25
非 常 勤
労 務 職 員

伊 藤 義 典 スクールバス介助 □□□ □年 □月 □□□□□

26
非 常 勤
労 務 職 員

鶴 田 久 子 スクールバス介助 □□□ □年 □月 □□□□□

27
非 常 勤
労 務 職 員

前 原 龍 子 スクールバス介助 □□□ □年 □月 □□□□□

28
非 常 勤
労 務 職 員

杉 山 け い 子
スクールバス介助
新型コロナ対策業務

□□□ □年 □月 □□□□□

29
非 常 勤
労 務 職 員

黒 田 文 子
スクールバス介助
新型コロナ対策業務

□□□ □年 □月 □□□□□

30
非 常 勤
労 務 職 員

三 宅 早 苗 スクールバス介助 □□□ □年 □月 □□□□□

31
非 常 勤
労 務 職 員

土 屋 由 美 子 スクールバス介助 □□□ □年 □月 □□□□□

32
非 常 勤
労 務 職 員

戸 塚 仁 美 スクールバス介助 □□□ □年 □月 □□□□□

33
非 常 勤
労 務 職 員

増 田 幸 子 スクールバス介助 □□□ □年 □月 □□□□□

34
非 常 勤
労 務 職 員

髙 木 久 美 子
スクールバス介助
新型コロナ対策業務

□□□ □年 □月 □□□□□

35
非 常 勤
労 務 職 員

落 合 満 江 新型コロナ対策業務 □□□ □年 □月 □□□□□

36
非 常 勤
労 務 職 員

鈴 木 信 雄 新型コロナ対策業務 □□□ □年 □月 □□□□□

37
非 常 勤
労 務 職 員

西 川 春 代 新型コロナ対策業務 □□□ □年 □月 □□□□□

38
非 常 勤
労 務 職 員

石 引 美 枝 子 新型コロナ対策業務 □□□ □年 □月 □□□□□

39
非 常 勤
嘱 託 員

赤 堀 あ ゆ み 介助軽減 □□□ □年 □月 □□□□□

付　　　　記

勤務年数
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整理
番号

職名 氏名 事務分担 住所 摘要勤務年数

40
校 医 （ 内 科 ）
健 康 管 理 医

中 島 洋 □□□ □年 □月 □□□□□

41
校 医
（ 耳 鼻 科 ）

小 野 智 裕 □□□ □年 □月 □□□□□

42
校 医
（ 眼 科 ）

德 冨 真 理 子 □□□ □年 □月 □□□□□

43
校 医
（ 歯 科 ）

岡 本 正 志 □□□ □年 □月 □□□□□

44
校 医
（ 精 神 科 ）

髙 松 康 治 □□□ □年 □月 □□□□□

45 学 校 薬 剤 師 名 倉 尚 宏 □□□ □年 □月 □□□□□
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□□□□□

（令和５年８月31日　現在）

整理
番号

職名 氏名 事務分担 住所 摘要

1 教 頭 鈴 木 淳 也 総括補助 □□□ □年 □月 □□□□□

2 教 諭 丹 羽 美 奈 子 高等部主事 □□□ □年 □月 □□□□□

3 教 諭 宮 津 香 織
高級外
進路指導主事

□□□ □年 □月 □□□□□

4 教 諭 小 倉 寛 子
高級外
教務主任

□□□ □年 □月 □□□□□

5 教 諭 松 田 宏 美 高１ □□□ □年 □月 □□□□□

6 教 諭 丸 山 惠 未 高３ □□□ □年 □月 □□□□□

7 教 諭 小 川 悟 高２主任 □□□ □年 □月 □□□□□

8 教 諭 奈 木 昌 登 高３主任 □□□ □年 □月 □□□□□

9 教 諭 山 﨑 孟
高３
生徒指導主事

□□□ □年 □月 □□□□□

10 教 諭 木 村 悟 高１主任 □□□ □年 □月 □□□□□

11 教 諭 村 松 舞 子
高１
研修主任

□□□ □年 □月 □□□□□

12 教 諭 竹 田 真 也 高３ □□□ □年 □月 □□□□□

13 教 諭 西 田 行 宏 高１ □□□ □年 □月 □□□□□

14 教 諭 小 平 優 希 高１ □□□ □年 □月 □□□□□

15 教 諭 武 藤 圭 亮 高２ □□□ □年 □月 □□□□□

16 教 諭 （ 任 ） 平 田 知 子 高３ □□□ □年 □月 □□□□□

17 養 護 教 諭 野 村 操 養護 □□□ □年 □月 □□□□□

2年 4月

整理
番号

職名 氏名 事務分担 住所 摘要

1 教 諭 （ 臨 ） 松 下 一 實 高２ □□□ □年 □月 □□□□□

2 主 事 （ 臨 ） 提 坂 瑠 美 庶務・会計 □□□ □年 □月 □□□□□

3 非 常 勤 講 師 永 田 政 司
社会人活用
（革工芸）

□□□ □年 □月 □□□□□

4 非常勤労務職員 落 合 千 壽 子 用務 □□□ □年 □月 □□□□□

5
校 医
( 内 科 )

川 口 智 史 □□□ □年 □月 □□□□□

6
校 医
（ 耳 鼻 科 ）

小 野 智 裕 □□□ □年 □月 □□□□□

7
校 医
（ 眼 科 ）

德 冨 真 理 子 □□□ □年 □月 □□□□□

8
校 医
( 歯 科 )

岡 本 正 志 □□□ □年 □月 □□□□□

9
校 医
( 歯 科 )

鈴 木 勝 巳 □□□ □年 □月 □□□□□

10
校 医
( 歯 科 )

牧 野 尚 子 □□□ □年 □月 □□□□□

11 学 校 薬 剤 師 櫻 田 静 勝 □□□ □年 □月 □□□□□

12 健 康 管 理 医 阿 部 裕 和 □□□ □年 □月 □□□□□

勤務年数

勤務年数

付　　　　記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均年数

職       員       調　　（御前崎分校）
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□□□□□ 

 

職員の年齢調 

 

（令和５年８月31日現在） 

年   齢 

人  員 

摘   要 
本 校 

御 前 崎 

分 校 
合 計 

２０歳未満 
人 

 

人 

 

  人 

 

 

２０歳以上３０歳未満 ２７ ２ ２９  

３０歳以上４０歳未満 ４１ ３ ４４  

４０歳以上５０歳未満 ２８ ８ ３６ 
 

５０歳以上５６歳未満  ２１ ４ ２５ 
 

５６歳以上６１歳未満 １０ ０ １０  

６１歳以上 １ ０ １ 内再任用１人 

計 １２８ １７ １４５ 
平均年齢 本校 40歳６か月 

分校 41歳３か月 
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□□□□□ 

 

健康管理 

 

１ 令和４年度受診状況 

区 分 内    容  

受 診 状 況 

 本校 分校 合計 (1) 未受診の理由 

 ア  

    受診者数 129 17人 146 

職 員 数 129 17人 146 

受 診 率  100％  

県平 均 受診率  100％  

  

２ 令和５年度在籍者の健康管理区分結果 

健 康 管 理 区 分 

人 数 (1) 管理区分Ａ～Ｃ２該

当者に対する措置状況 

  □□□□□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 未区分の理由 

 ア □□□□□    

       １人 

   

 イ □□□□□ 

       ７人 

    

ウ □□□□□ 

       ０人 

  

エ □□□□□ 

       ０人 

 

本校 分校 合計 

Ａ 
休養のため必要な期間、勤務を休止さ

せる。    

Ｂ１ 

勤務時間を短縮し、時間

外、休日、宿日直勤務及

び長期又は遠方への出張

をさける。また、必要に

応じ勤務場所、勤務内容

の変更を行う。 

要治療    

Ｂ２ 要経過観察    

Ｃ１ 
勤務をほぼ平常に行って

よいが症状によっては、

時間外、休日、宿日直勤

務及び長期又は遠方への

出張等勤務に制限を加え

る必要がある。 

要治療 
(１) 

１人 
 

(１) 

１人 

Ｃ２ 要経過観察    

Ｄ１ 

平常の勤務でよい。 

要治療 
(15) 

15人 

(６) 

６人 

(21) 

21人 

Ｄ２ 要経過観察 
(29) 

29人 

(６) 

６人 

(35) 

35人 

Ｄ３ 医療不要 
(55) 

75人 

(２) 

５人 

(57) 

80人 

区 分 者 計 
(100) 

120人 

(14) 

17人 

(114) 

137人 

未 区 分 者 数 
 

８人 

 

人 

 

８人 

合 計 
(100) 

128人 

(14) 

17人 

(114) 

145人 
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